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石
垣
今
朝
吉五
第
二
次
薑
世
界
大
戦
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
に
比
べ
て
そ
の
規
模
、
そ
の
破
壊
の
深
刻
さ
に
お
い
て
数
倍
の
大
き
さ
に
達
し
た
と
い
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
『
国
際
決
済
銀
行
第
一
五
次
報
告
』
は
、
．
九
四
五
年
の
夏
ま
で
に
第
二
次
肚
界
大
戦
の
戦
費
総
計
（
各
国
の
国
庫
が
（１） 
負
担
し
た
戦
費
）
は
そ
の
実
際
価
値
に
お
い
て
第
一
次
世
界
大
戦
の
戦
費
の
ゆ
ニ
ワ
に
四
倍
の
大
い
さ
に
達
し
た
」
と
推
定
し
て
い
る
。
ま
（２） 
（３） 
た
市
民
を
含
め
た
死
者
の
数
に
お
い
て
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
み
で
約
三
千
万
人
、
全
世
界
で
派
千
万
人
を
超
え
、
第
一
次
大
戦
時
の
五
倍
以上に達した。こうした人的・物的大消耗戦を減じた第二次大戦は、資本主義の不均等発展を激しく深化させた結果、
第一次大戦後の世界経済の而述にあたって考えられたような単なる戦前への復帰（ワ画鼻ｓｐＣＨ３囚』Ｑ）を不可能とし
た
。
そ
の
意
味
で
、
第
二
次
大
戦
後
の
世
界
経
済
の
再
建
は
そ
れ
自
体
新
し
い
歴
史
の
開
始
を
告
げ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
上
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
・
回
シ
ァ
一
脚
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
社
会
主
義
勢
力
は
、
戦
時
中
の
共
産
党
を
主
力
と
し
た
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
・
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
迎
励
を
職
後
新
し
い
形
で
継
承
し
て
、
人
氏
民
主
主
義
政
権
の
樹
立
を
通
し
て
そ
の
勢
力
を
伸
張
し
、
こ
こ
に
エ
ル
ベ
河
以
来
、
黄
海
に
い
た
る
広
大
な
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
に
、
い
わ
ゆ
る
一
大
社
会
主
義
圏
を
形
成
す
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。
（１）『国際決済銀行第一五次綴止旦邦訳（日本経済評論社版）而一．へｌジ。
以下同『報止旦を便川するときは、すべて日本経済評論社版を用いる。
（２）四のｐ１Ｑ口且の・○口くい国§の【区閂の３：日圓・巴口・』し、Ｐ陸井川郎・小川峻訳『アメリカ帝国主義の史的分析』一九五二年、
社会書房、一四四’一四五ぺＩジ。
（３）大島清編『戦後肚界の経済過程』一九六八年、東京大学出版会、二一ページ。
第
二
次
大
職
後
に
お
け
る
世
界
経
済
の
再
編
は
し
が
き
五
四
Ａ
前
史
一
九
四
○
年
六
月
、
フ
ラ
ン
ス
が
ド
イ
ツ
に
降
伏
し
た
の
ち
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
戦
場
で
は
イ
ギ
リ
ス
が
皿
立
無
援
の
ま
ま
対
独
戦
争
を
遂
行
し
つ
つ
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
は
前
年
の
一
九
三
九
年
一
一
月
に
一
九
三
七
年
中
立
法
を
改
正
し
て
、
「
現
金
Ⅱ
自
国
船
」
主
義
（ｎ口のｐｇＱｎＨｑ）でイギリスに武器を売却することに踏み切り、間接的ながら戦争への介入を決定していたが、フ
ランスの降伏後の対英援助が改めて脚光を桁びて、援助を継続すべきか否かをめぐって肚論が二分されたのである。
し
か
し
な
が
ら
ル
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
大
統
傾
は
、
現
金
兄
返
り
に
限
っ
て
武
器
輸
川
を
認
め
る
と
い
う
「
現
金
Ⅱ
ｎ
脚
船
」
主
義
に
も
と
づ
（１） 
く武器死却の結果、反対にイギリス側での手持ち外貨が底をつくとい』ソ鞭態を柵来したので、それに対処して一九四
一年三Ⅱ、武器貸与法（Ｆの：‐ＰＳ⑪のシ８を制定して対英援助の続行を決定するにいたった。同法は大統領に対し、
あ
る
特
定
国
の
防
衛
が
「
米
国
の
防
衛
に
と
っ
て
き
わ
め
て
虹
要
」
で
あ
る
と
大
統
領
が
認
め
た
国
に
対
し
、
「
防
衛
物
資
」
に
つ
い
て
こうして、新しい歴史の開始を告げる第二次大戦後の世界経済の復興・発展にとって非常な川難を伴うことが明ら
か
と
な
り
、
そ
れ
に
し
た
が
っ
て
ア
メ
リ
カ
の
世
界
政
策
の
鵬
洲
も
変
厩
を
余
催
な
く
さ
れ
て
い
っ
た
。
隔
絶
し
た
生
産
力
を
も
ち
、
か
つ
枇
接
の
戦
場
か
ら
遠
く
離
れ
て
戦
争
の
被
害
も
極
端
に
少
な
か
っ
た
ア
メ
リ
カ
は
、
戦
争
に
よ
る
疲
弊
が
は
な
は
だ
し
か
っ
た
か
っ
て
の
ヨ
ー
Ｍ
シ
バ
列
強
に
代
わ
っ
て
そ
の
口
姿
を
現
川
さ
せ
、
「
民
主
主
義
」
擁
護
の
た
め
の
対
外
政
策
を
股
附
し
た
が
、
そ
の
物
的
背
殿
を
な
し
た
も
の
が
巨
大
な
生
産
力
に
も
と
づ
く
対
外
援
助
で
あ
っ
た
。
本
稿
で
は
、
ア
メ
リ
カ
の
対
外
援
助
政
簸
の
展
開
を
通
し
て
、
戦
後
の
世
界
経
済
が
い
か
に
再
編
さ
れ
て
い
っ
た
か
を
検
討
す
る
こ
と
を
課
題
と
す
る
。
第
二
次
大
戦
後
に
お
け
る
世
界
経
済
の
再
編
二
西
欧
の
再
編
五
五
牌迦は「武器貸与法」として知られる「米国国防燗進法」Ｓロシ、〔８勺『・日。［のＳ①□のけごｍの。博冒ご日［８ｍ□‐
局
の
）
は
、
そ
の
名
称
か
ら
窺
わ
れ
る
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
自
身
の
国
防
を
蝋
地
す
る
目
的
で
制
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
迎
合
国
へ
の
武
器
貸
与
は
そ
の
一
環
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
武
器
貸
与
に
よ
る
実
際
の
支
出
は
、
ア
メ
リ
カ
財
務
省
の
報
告
に
お
い
て「国防」項目のなかの「防衛援助（武器貸与）」の小項目に示されて、アメリカ自身の国防支出の一部を櫛鯉する
ものであったのである。武器貸与法のこうした性格からいって、それは単にイギリスに対してのみ適用されるもので
は
な
く
、
ア
メ
リ
カ
大
統
領
が
「
米
国
の
防
衛
に
と
っ
て
き
わ
め
て
敢
要
」
で
あ
る
と
認
め
た
す
ぺ
て
の
国
に
対
し
て
ひ
と
し
く
適
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
一
九
Ⅶ
一
年
三
月
の
武
器
貸
与
法
が
成
立
し
た
当
時
の
ア
メ
リ
カ
議
会
の
雰
朋
気
に
つ
い
て
、
，
．
Ｆ
・
フ
レ
ミ
第
二
次
大
戦
後
に
お
け
る
世
界
経
済
の
再
編
五
六
（２） 
「売却、権利議渡、交換、貸与ないしは他のかたちで処分」する権限を付与するものであったし、また武器貸与の決
済
条
件
に
つ
い
て
も
「
物
品
、
物
財
、
そ
の
他
直
接
、
間
接
的
に
米
国
の
利
益
に
な
る
と
大
統
領
が
認
め
た
物
件
で
の
支
払
い
な
い
し
は
（３） 
返
済
」
と
い
う
、
か
な
り
自
由
裁
逓
の
余
地
を
残
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
（１）「イギリスにとって対外支払面できわめて困難だった時期は一九四一年はじめであつ」（『国際決済銀行第一四次報告』一
六
八
．
へ
１
ジ
）
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
金
・
ド
ル
瀧
伽
は
一
九
三
九
年
八
川
の
六
億
五
○
○
万
ポ
ン
ド
（
一
ポ
ン
ド
Ⅲ
四
・
九
ド
ル
と
し
て
ド
ル
換
鰍
すれば二九億六四五○万ドル）から、一九四○年一二月に七四○○万ポンド（同上、三億六一一六○万ドル）に箸減し（『国
際決済銀行第一五次報止昌一三六ページ）、さらに一九四一年存には一二○○万ドルに城少（河・Ｚ・の“ａ：、．⑪〔Ｒぽい‐
□○二日目ｂ－ｏＢ口旦．ご＄・村野孝・加瀬正一訳『国際通貨体制成立史』上巻、一九七三年、東洋経済新報社、一九一ぺｌジ、
（２）”・塚・○日目の『・ｏｂ・ロ［・州紙上巻、一七四ページ。
（３）河・Ｚ・の口ａ口角・８．９［・祁訳上巻、一七五ページ。
註②）していた。
一
九
四
一
年
六
Ⅱ
二
一
一
Ⅱ
、
独
ソ
戦
が
側
始
さ
れ
た
が
、
同
年
八
月
九
日
か
ら
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ウ
ン
ド
ラ
ン
ド
沖
の
ア
ー
ジ
ェ
ン
テ
ィ
ア
に
お
い
て
米
英
両
廿
脳
に
よ
る
大
西
洋
会
談
が
附
か
れ
た
．
ル
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
大
統
傾
と
チ
ャ
ー
チ
ル
廿
州
と
に
よ
る
こ
の
会
談
に
お
い
て
、
八
カ
条
に
わ
た
る
米
英
共
同
流
言
、
い
わ
ゆ
る
大
西
洋
恋
章
が
起
戯
・
採
択
さ
れ
た
が
、
さ
ら
に
対
ソ
援
助
に
つ
い
て
取
り
決
め
と
す
る
た
め
、
合
同
使
節
川
を
モ
ス
ク
ワ
に
派
適
す
る
こ
と
で
介
意
し
、
会
談
は
終
了
し
た
。
こ
の
合
同
使
節
川
の
両
国
首
席
代
表
ア
ヴ
ィ
リ
ル
・
ハ
リ
マ
ン
と
ビ
ー
ヴ
ァ
ル
ッ
ク
卿
は
、
一
九
四
一
年
九
月
二
八
日
か
ら
三
回
に
わ
た
っ
て
ス
タ
ー
リ
ン
と
会
談
し
、
そ
こ
で
ソ
ヴ
ィエトに送られる物資の品Ⅱ表の原案が作成され、アメリカは一九四一年一○月一日から翌四二年七月一日までの間
に
、
一
○
億
ド
ル
机
当
の
物
資
を
引
き
渡
す
約
束
を
取
り
交
わ
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
約
束
に
し
た
が
っ
て
、
一
九
四
二
年
三
月
七
日
、
（７） 
ルーズヴェルトは対ソ援助物資の船俄みを命〈、した。
ン
グ
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
．
『
も
し
孤
立
主
瀧
派
が
こ
の
法
梛
（
武
辮
伐
り
法
を
さ
す
ｌ
引
川
瀞
）
は
ソ
ヴ
雲
卜
援
助
に
Ⅷ
川
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
疑
念
を
も
っ
て
い
た
ら
、
こ
れ
を
成
立
さ
せ
る
は
ず
が
な
く
、
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
の
ソ
ヴ
ェ
ト
援
助
も
途
（５） 
成
で
き
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
」
と
。
「
共
産
主
綻
の
勝
利
は
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
勝
利
よ
り
、
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
は
る
か
に
危
険
で
あ
（６） 
ろ
う
」
と
い
う
ロ
パ
ー
ト
．
Ａ
・
タ
フ
ト
ー
院
雛
貝
に
代
表
さ
れ
る
意
見
が
ア
メ
リ
カ
で
は
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
ま
た
武
器
貸
与
法
成
立
後
に
お
い
て
も
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
・
ロ
シ
ア
は
数
週
間
な
い
し
は
数
ヵ
月
以
内
に
ド
イ
ツ
に
よ
っ
て
粉
砕
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
武
器
貸
与
法
も
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
・
ロ
シ
ア
に
適
川
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
と
の
見
解
が
大
勢
を
占
め
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
（４）『国際決済銀行第一四次報上昌一七三ぺｌジ。
（５）（６）０．句・同］の目目．月月、○一。三日目口厨。『釘すい（』巴『－］＠ｓ）・己巴・小幡操択『現代例際政胎史』Ｉ、一九六六年、瑞
波
沸
店
、
二
三
正
’
二
三
六
ペ
ー
ジ
。
第二次一大戦後における肚界経済の再編
五
七
武器貸与法施行以来、’九四四年六月までのアメリカの武器貸与は、表ｌにみるように総計一一一五億三五○○万ド
ル
に
上
り
、
こ
れ
に
は
ア
メ
リ
カ
以
外
の
国
で
購
入
し
て
直
接
受
入
国
に
送
ら
れ
た
商
品
と
か
、
貸
与
さ
れ
た
船
舶
の
価
値
等
が
含
ま
れ
ておらず、これらは合計して三三侭ドルに達し、さらにこのほかにアメリカ側のりえたサ１ビスの代価三四億疵○○
○
万
ド
ル
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
と
合
わ
せ
る
と
総
額
で
二
八
二
位
八
Ⅲ
○
○
万
ド
ル
に
達
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
伺
表
に
よ
れ
ば
、
（７）以上は、ｐ可・可］⑩日旨い。□，Ｑけ邦訳Ｉ、二一二九’二Ⅲ○．ヘージを参照した。
以
上
の
よ
う
に
、
武
器
貸
与
法
は
ア
メ
リ
カ
国
内
の
孤
立
主
義
派
の
思
惑
を
こ
え
て
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
・
皿
シ
ア
に
ま
で
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
国
内
の
多
数
の
思
惑
が
ど
う
あ
ろ
う
が
、
客
観
的
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
戦
争
に
お
け
る
勝
敗
の
帰
趨
は
明
ら
か
に
イ
ギ
リ
ス
（８） 
に
と
っ
て
不
利
で
あ
っ
た
が
た
め
に
、
ア
メ
リ
カ
と
し
て
も
イ
ギ
リ
ス
の
孤
立
無
援
の
態
勢
を
放
悩
で
き
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
独
ソ
Ⅲ
戦
に
よ
る
ソ
迎
参
戦
は
イ
ギ
リ
ス
に
と
っ
て
は
よ
き
パ
ー
ト
ナ
ー
の
川
現
と
み
、
そ
の
洲
戦
瓶
後
に
イ
ギ
リ
ス
は
対
ソ
（９） 
援助を決定し、それを前提にして●大西洋会談に臨んだのである。したがって、独ソ戦を契槻に、イギリスが武器伐与
法
の
適
川
を
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
・
ロ
シ
ア
に
ま
で
拡
大
十
ぺ
き
こ
と
を
炊
く
ア
メ
リ
カ
に
迫
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
の
み
イ
ギ
リ
ス
、
ひ
い
て
は
ア
メ
リ
カ
、
身
の
防
衛
に
な
る
こ
と
を
主
張
し
た
こ
と
は
明
白
な
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
て
、
武
器
貸
与
法
が
米
爽
協
調
’
と
は
い
え
イ
ギ
リ
ズ
の
イ
ニ
シ
ア
デ
ィ
ヴ
に
よ
る
ｌ
の
も
と
で
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
白
シ
ァ
に
適
川
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
こ
と
は
当
然
の
成
り
行
き
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
（
８
）
マ
ー
シ
ャ
ル
隙
叩
参
謀
総
災
な
ど
ア
ノ
Ⅱ
力
Ⅲ
部
の
愈
兇
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
敗
北
は
時
川
の
川
越
で
あ
る
と
み
て
い
た
念
滑
波
講
服
仙
界
雁
史』第二九巻、一九七一年、瑞波井店、三二五ページ）。それほど職況はイギリスにとって不利であったようである。
（９）Ｃ・句・国の３】ロ頓８．口［・邦訳－、二三三’二三八ページ。
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表１アメリカの武器貸与による輸出一地域分布
（単位百万ドル）
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r１ 
ｕ 
(註）（１）地１１１海地域，アフリカおよびIIIj1(。
（２）【11[ﾄ1，インド，オーストラリアおよびニュージーランド･
ｌ３１ラテンアメリカおよびその他すべて⑩
fT*l:rllI際決沃RM行fIYl4次報幾0171ﾍﾟｰｼﾞ｡
アメリカの武器貸与輸出の品目構成および輸出先
（1941年３月-1944年６月）
（111位百万ドル）
表２
蘭科：rE1際決涜ｉｊｌ行節14次iM《1ｹ､085ページ。
五
九
1941ｲIｉ 19`1２ 1９４３ 19`ＩlｲI｛ １～６ノＩ 計
〆公
に】
イギリス
ソ連
地''1海(1)
極東（２）
その他(3)
３１ ７ ５ 
６２９ ９５１ 
2,005 
10351 
690 
640 
205 ４７８４５ Ｗ卯印Ⅲ鉛４２ＬＬ 20669 10653 675 609 188 １２１５６ 犯卵仰仙ね００００ ９５３２ `１３％ 2８ １４ １１ ４ 
総計 739 `1,891 10,109 5079（’ 216535 1００ 
イギリス ソ述
アフリカ
ｌＩｉｊｌ１およ
び地[|'海
地力
'１１K１，イン
ド．オース
トラリアお
よびニュー
ジーランド
その他
諸１１(１ 合３１
ﾄﾉ,；品
工業原料
１１１施物
40`109 
2,283 
20629 ７９６ ７２２ ｊＪ０ ３１Ｉ 2.285 5９０ １９６ 10520 7５８ １３７ 673 9６ ２７ ４６５ ６５１ ０４０ ●句△▽凸２５４ １ 
△、 計【ごＩ 9,321 5.932 3,071 2,415 796 210535 
アメリカの外国貿易表３
(111位i(i〃ドル）
『
■
鋪
二
次
大
戦
縄
に
お
け
る
仙
卵
絲
済
の
Ⅵ
編
O5C 
809 
ｎ 
ｕ 
、
L』
「
Ｊ
ｒ
し
Ｆ
－
Ｌ
 
筒*1：Ｏ１ｌ１際決滴釧行卵15次柵呰｡０１９４ページ。
てソをれさんル東に［''１企援ぺ’１［対
ﾉＬアは連，!｢によ戦と向比三体助ｉ洋九英ＩＨＩメ、、ぬようハｉｊ、け亜ｆｌｉ比はし憶援llL1リ）'（ア、れ゜の－援をにで、〈三助
年力Ｗｌチフ戒ば炎１１‘ノＬ肋1Ｗ前は一みこがにの，V，リリー２１)９四はや年Ｉ'リ九て○全
岐武援力を九はを－、しよ○｜'りみ○（ｲｆ
ｉＷｊ器助、工Ｉｌｌｌ武反ｆＩ包米てり.三る刀のｉｉＩｌｆが’'１業四器映の日い二三ｉｌｉとドｌＩＩｌにＪｊ．ｌＩｉ〕|（１）】（ｆｌｉＴｆし二闇る倍％に、ル三達はllilI、料六ノj、た一戦。以をは一に％
１－、的極とⅡ輪も倍を－」２，１ｉ絶ノＬ」２をるヨに來膿ま’１１の以反九のめ対ｌ１Ｌｌり占が｜商か脈でので上映ｌＪＩＩｊ（１）る額一、めいいど物の’'１，あにし一大にで｛lミｉｌｌｌｉ、、
そツ比ｉ(Ｋに対’１り達て年ですはにｌＺｌ次
れパ１W【接約英別、し－に、ぎし全でい
はＩこをの半援、こた九五全な（|＃体全で炎お，１７激分助地の。四二体いにの体ソ
３けめ｝戦ずの域ここ三○比のｊ、七の連
かるて場つう別とう年○で｜こえ七七に
ら迎いと充ちをはしに万も対て．１３１対
1ﾘ｜今るな当、み炎たはドニしい］i：をしら国のつし）'（た２釛一ルセ、る％超そ
かのがててＷｉｒ（〕にき－に・対にとえの
で反特いい，(１，のよの億寸六ソも，!『ろこ
あ確徴るるはでつ変一ぎ％援かめ。八
るがで地のり[ｌあて遷四なかｌﾘＩｊかてこ％
･リウｌあ城に七る６は○から棚わいのｌこ
すまるに対．が窺も○っ二はらた炎あ
なつ゛対し三、知ち刀た九一ｻﾞ対をた
わたし、％こでろド極％九、災やる
六
○ 
1938<１２ １９`Ⅱ 1９４２ １９４３ 
輸１１１
商業輪１１１
武器1Y与倫(1)
ウハ人
輪111総額
差瀬
3.094 
3,09(Ｉ 
1,960 
＋1,134 
4;406 
7`11 
5,147 
3,3《1５
＋1.802 
3,147 
40933 
8.080 
2,742 
＋5,338 
６７ ０５ β３ ２０ １ 
12,963 
3,371 
＋90592 
愉人と商釧
とのス
輪１１１
額 ＋１，１３４ ＋10061 ＋'1０５ －７６５ 
I91l5lIH 
ll1-6j1 
1,759 
{１，０５０
1９４４ 
2.956 
11,305 
liJ 5.809 2．１２２ ＋3,687 三三iｌ
表４アメリカよりの武器貸与援助(1)
（1941年３月１１日～1945年７月１日）
ち、同年の武器貸与輸川は一一三億弧○○万ドルに上り、アメリカの輸川総額の八判を占めた。それは商業輪川の約
四倍近い数字である。こうした傾向は、日本の敗北直後の一九Ｗ近年八Ⅱ一二Ⅱの武器貸与供給の停止に関するアメ
リ
カ
大
統
傾
の
声
明
ま
で
続
い
た
。
こ
う
し
て
、
一
九
四
一
年
三
月
一
一
Ｈ
か
ら
一
九
四
孤
年
七
几
一
Ⅱ
に
い
た
る
ま
で
の
期
間
に
お
い
て、アメリカの武器貸与援助は船舶、サービス等を除いて一一一一四億ドルに達し、そのうちイギリスは四三％にあたる
第
二
次
大
戦
後
に
お
け
る
世
界
絲
済
の
Ⅳ
編
(註）（１）輔定IIllf1鮒１１１に瓜せざる海迩，１１Ｍ('’一部injIIl1及
びサービス納航１０６億ドルを除く。
IFT料：０１１１際決済銀1i節15次報告.9196ページ。
表５アメリカの武器貸与援助
（1941年３月11日～1945年７月１日）
ｿＭＩｌＭ 
、
Ｌ」
fT料：『国際決済銀行卯15次細告』１９５ページ。
一ハ
国Mll １１１位’億ドル
イギリス
ソ巡
アフリカ・【'１束・地【'１海地域
｢'１［K１ｊｌｔにインド
オーストラリア並にニュージーランド
フフー ン。アメリカ
その他諸同 ５１８２４２２ ３９３２１１ １ 
総額 ３１４ 
供給物資
軍需品（船lWlを含む）
石油製１１，
工業Ijii料並に｣'１産物
農産物
海運その他のサービス
総ｌＷｉ
1'1位１億ドル
２０７ 
２２ 
８６ 
５９ 
４６ 
４２０ 
形
`1９ 
５ 
２０ 
１４ 
１１ 
100 
救
済
復
興
機
関
を
統
合
し
て
、
一
九
Ｗ
三
年
二
月
に
四
四
ヵ
脚
の
参
加
の
下
に
設
（川）
世
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
口
約
は
、
「
連
△
山
国
の
い
ず
れ
か
の
囚
の
支
配
下
に
あ
る
一
切
の
地
域
に
お
け
る
戦
争
犠
牲
打
の
救
済
の
た
め
の
拙
悩
」
を
識
ず
る
に
あ
り
、
敵
耶
の
侵
略
を
受
け
な
か
っ
た
各
加
川
剛
は
、
一
九
四
三
年
六
月
に
終
わ
る
一
ヵ
年
Ⅲ
の
国
民
所
得
（Ⅱ） 
の
一
％
を
脳
川
し
合
う
こ
と
に
な
っ
た
。
醸
川
総
額
は
表
６
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
三
六
億
九
爪
○
○
万
ド
ル
で
、
う
ち
ア
メ
リ
カ
は
二
七
値ドル（総額の七三・一％）、イギリスは六億二五○○万ドル（一六・九％）を負担することになった。
（Ⅲ）『旧際決済銀行第一七次州止坦二八二ぺｌジ。
（
Ⅲ
）
『
脚
際
決
済
銀
行
第
一
流
次
梛
俗
』
七
川
ペ
ー
ジ
。
アンラ財源
（ＩｌｌＩｈｉ１ｉ刀ドル）
表６ア
ン
ラ
計
画
は
一
九
Ⅲ
六
年
末
に
完
了
の
予
定
で
あ
っ
た
が
、
実
際
に
完
了
し
た
の
は
一
九
Ｗ
七
年
上
半
期
で
あ
り
、
た
だ
中
国
そ
の
第
二
次
大
戦
後
に
お
け
る
世
鼎
粍
済
の
再
綱
I 
OC 
して染一三流億ドル、ソ述は二七％の九一億ドル、アフリカ・巾‐東・地巾‐海地
岬乱牟》維城は一二％の三八億ドルの援助を受けたのである（炎４参照）。それを
妬あん府皿ＭＨ別にみれば、表５のとおり耶需ｍ叩１－飛行槻、船舶、弧川、助巾鞠
Ⅲ剛Ⅷｌが金作の約珈・“…ぬ工瀧臓料および製州が二○％を伽ぬたの
鯏蝋灘議譲謝諏譲窯
Ⅲ力凹の③卯国際的な救済復興機関であるアンラは、一九四一年九Ⅱイギリスで設立
』
１
０
は
鄙
さ
れ
た
対
欧
救
済
事
業
機
関
と
一
九
四
一
一
年
一
一
一
月
ア
メ
リ
カ
で
設
立
さ
れ
た
外
国
一ハーー
lＭＩｌｌＩＩｍ 金額
アメリカ
災ィiｆｌｎ (1) 
['１ 南米（２）
その他
2,700 
900
6２ 
３３ 
Ｚｘ 計「】 30695（３） 
表７アンラ事業計画
(単位百万ドル）
第
二
次
大
戦
後
に
お
け
る
世
界
経
済
の
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資料：ｒ国際決済;11行卵17次111告』２８３ページ。 他一部紺脚への救済派励は同年末まで継続された。ここでは完了
予定の一九四六年末までの救済物資配分計画と救済物資の内訳を
（吃）
みれば表７および表８のとおりである。表７によれば、実際に欄
（皿）
川された総額二二億七一○○万ドルの九○％近くが東欧および南
欧向けであったことが分かる。恥業計阿で蛾人の配分を受けてい
る中国が一九四七年一Ｎ一Ｈまでに約半分を未完了分として残し（Ｍ） 
ているのは、「川風の解放が遅れたのと研川阻聾の柵原川のため」
表８アンラ援助棟式
（''1位百〃ドル）
資料：「川際決済銀行節17次１１１告』２８３ページ。
一ハーーー
受取ＩＨＩ
1946ｲl【１２１］
３１１１までの
予定iｌｌｉｉ１ｉ
火際横lllil･ｉ 1947ｲ|:１月１日米完了分
[|】国
ポ－ラソド
ューゴスラヴィァ
イタリア
ギリシヤ
チェコスロヴァキア
ソ 述
オーストリア
その他諸ＩＫｌ
535 
475 
`125 
425 
350 
２７０ 
２５０ 
１１７ 
9１ 
271 
401 
365 
307 
325 
227 
209 
102 
6‘Ｉ ４４０８←０３１５７ ６７６１２４４１２ ２ １ 
ノエ 計に１ 2,938 2,271 667 
部頑別 金１WＩ
救済：
食Ｗ,！
衣料［W，
医薬【１１，
復9Ｕ：
》＆業
二［業
雑I(('1その他
1,199 
`1２８ 
１３１ 
3ｲ16 
686 
1`1８ 
計ﾉﾋﾞｴ 【三、 20938 
（吃）炎７および炎８と表６との合計額の附きは、船側渡し価格を腿那としたために迦伐が含まれておらず、したがって皿伐と
一般事務澱が加減されているからである（『国際決済銀行第一七次報告』二八三’二八四ぺｌジ）。
（凶）來欧向けのアンラの果たした膝史的意義づけを、拙稿「現代世界経済論の構図」（本誌第三一巻第一・二号、一九八五年、
二二’二三ページ）で与えているので参照されたい。
（Ｍ）『国際決済銀行第一七次報將』一一八二ぺｌジ｜』
日
本
の
敗
北
で
終
わ
る
第
二
次
大
戦
の
終
結
而
後
の
一
九
四
五
年
八
月
二
一
Ⅱ
に
、
前
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
の
ト
ル
ー
マ
ン
大統額は武器貸与法にもとづく物資供給を全面的に停止する旨の声明を発したが、それはイギリスにとってだけでな
く
、
全
阯
界
に
と
っ
て
も
ま
さ
に
青
天
の
藤
麟
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
周
知
の
よ
う
に
戦
後
世
界
は
戦
争
に
よ
る
疲
弊
が
は
な
は
だ
し
く
、
そ
の
た
め
に
物
盗
の
絶
対
的
不
足
と
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
鱒
わ
れ
て
復
興
も
覚
束
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
い
い
か
え
れ
ば
戦
後
の
こ
う
し
た
不
均
衡
、
す
な
わ
ち
戦
時
中
か
ら
大
剛
逃
し
て
い
た
ア
メ
リ
カ
の
巨
大
な
生
酸
力
と
ヨ
ー
ぃ
シ
バ
お
よ
び
ア
ジ
ア
柵
川
に
お
け
る
生
雌
力
の
極
度
の
破
壊
は
、
戦
後
の
阿
際
通
貨
金
融
町
に
お
い
て
は
世
界
的
な
ド
ル
不
足
と
い
う
形
で
現
川
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
す
で
に
武
器
貸
与
を
契
機
と
し
て
、
戦
後
の
肚
界
経
済
を
神
す
る
爪
川
と
し
て
の
無
差
別
・
多
角
主
義
が
次
第
に
明
確
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
が
、
さ
ら
に
そ
の
原
則
を
実
現
す
る
手
段
に
つ
い
て
米
英
両
国
政
府
側
で
討
議
さ
れ
た
結
果
、
一
九
四
Ｗ
年
七
月
、
迎
合
Ｎ
四
四
ヵ
国
参
加
の
下
で
国
際
皿
貨
金
融
会
雛
が
棚
催
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
プ
レ
ト
ン
・
ウ
ッ
ズ
協
定
が
成
立
し
て
い
た
。
と
は
い
え
、
当
時
は
戦
第
二
次
大
戦
後
に
お
け
る
阯
界
経
済
の
阿
鯛
六
四
で
あ
っ
た
か
ら
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
炎
８
に
よ
れ
ば
、
食
枇
、
衣
料
仰
叩
、
医
薬
肺
を
〈
、
む
救
済
物
資
が
全
体
の
約
六
○
％
を
占
め
（
こ
の
な
か
で
食
糊
は
約
七
刑
を
占
め
る
）
、
復
興
物
盗
は
約
三
五
％
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
か
ら
み
て
も
ア
ン
ラ
は
救
済
に
よ
り
大
き
な
比
砿
を
お
き
、
し
か
も
東
欧
、
南
欧
な
ど
、
戦
争
の
被
害
が
特
に
大
き
か
っ
た
と
こ
ろ
に
攻
点
的
に
配
分
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
で
あろう〃
（吃）
なた群にイーリー時ざンアＯＵＩう矛Ｉ各ｌｌｆ
い武はわギノ１１則る－メのにこノｎＭ国１，，
唖へ器、たり意にをにリ援武ｊ）のツとと
大Ｕｌｌｆイっスが、え対力助器し解パ（）い
(－Jｊ゛ギたOUIあへ差なへし（,１，，を貸た決お識うさ勘リ米のる'9別ぃ辺、と要ﾉﾌﾞ．リリ紫よ会こ
で定ス災大ＬのＬつの諭物態はびのと
鍬懸鞭１１いて以、つあ易、肋ら!'《MiXWlit塁：Wiijiili鯰の二○四金戦な援け￣Ｒ８'$il1蝋Ili31鱗iil＄ii鮒iii：:；鯰;$癖EwiI州Ⅶ．」ｊ・の外そつ一」:率，,摸に関れメケケを扱い作でに鯛ji織聡鱗淫ili洲ボⅦＭﾕﾘ;ｻﾄ''た政ら不うえ;鱗蝋蛎げ狐終たてる力儲Ⅱ'Ｍ１ｊｌｉｊｉ２ｌｕｌカミパー８了鰹＄政し、兀椰州臘ろ璽○をぁァにゼニ隆,１Ｍ,`為矛なのillli1il鱗鮒’１１リ秋にて差め＿ｉ制フーに、て避な
力をな、ＢリのでをしⅡあすいＩＥ舵
側受っへ約・手きさツにたでる－，－乱
のけたＵ三多段るらド渡りに，限る期
－１収．ｶｲｲＩをだに、米γ述りたにｌｉｉｌりそ)１主へ打けりｉｌピさメベ、めお
例、の近義どち早化ンせリにそのい
のまＩﾉ､ｌ〈が川いせソ、力よのヨて
、
第
二
次
大
戦
後
に
お
け
る
仙
界
絲
済
の
阿
編
。
、
Ｃ
ｌ
ユノ可Ⅱ
し
か
し
、
こ
れ
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
イ
ギ
リ
ス
側
に
と
っ
て
は
き
び
し
い
条
件
が
付
け
ら
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
金
融
協
定
鏑
三
条
「
併
款
の
目
的
」
で
、
「
水
俗
款
の
Ⅱ
的
は
、
米
伺
に
お
け
る
英
国
の
物
資
お
よ
び
役
務
の
購
入
を
促
進
し
、
戦
後
過
渡
期
に
お
け
る
英
国
の
経
常
勘
定
収
支
赤
字
を
償
う
の
を
助
長
し
、
英
国
が
金
・
ド
ル
碓
備
を
適
正
な
水
準
に
維
持
し
、
英
国
政
府
が
本
協
定
な
ら
び
に
他
（
い
）
米
英
金
倣
協
定
の
性
絡
を
、
ア
ン
リ
・
ク
ｍ
ｌ
ド
は
「
戦
後
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
の
肚
界
制
覇
政
簸
の
出
発
点
を
な
す
」
（
函
ｇ
ｄ
Ｑｇ。Ｐ８．口［・耶訳二二七ページ）ものと規定している。
（
加
）
た
だ
し
、
職
争
終
結
時
に
イ
ギ
リ
ス
が
保
有
し
て
い
た
約
六
○
億
ド
ル
柵
当
の
余
剰
戦
争
物
盗
と
武
器
貸
与
物
資
は
、
こ
れ
を
イ
ギ
リ
ス
に
五
億
三
二
○
○
万
ド
ル
で
譲
渡
す
る
こ
と
、
ま
た
受
注
し
た
も
の
の
、
終
戦
前
に
未
納
と
な
っ
て
い
た
武
器
愉
与
物
資
に
つ
い
て
は
、
一
億
一
八
○
○
万
ド
ル
で
引
き
渡
す
こ
と
、
し
た
が
っ
て
阿
背
合
わ
せ
て
六
億
Ⅸ
○
○
○
万
ド
ル
を
金
融
協
定
と
同
じ
条
件
で
返
済
す
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
た
（”・Ｚ・ｏｐａｐｑ．。□。。［・祁択下巻、一一八一’二八二ページ、『脚際決済銀行第一七次報雌型二六八ぺｌジ）。
（Ⅲ）幻・畷，の伽ａ：『》８．９［・川訳下巻、三八二ページ。
節
二
次
大
戦
後
に
お
け
る
世
界
経
済
の
再
編
一ハーハ
（脇）（刑）閃・塚．。』ａｐの『》・ロ・口［・祁訳下巻、三正九ページ。
（Ⅳ）アメリカは武器庇堺の反対給付、つまり「逆伐り」として、イギリスとの間に一九川二年二Ⅱ二一二Ⅱ、「州兀援助協定」
を締結したが、その協定の第七条において、戦後肚界絲済の巡憐を想定しつつ、第一に「適切な対外・川内手段により生箙、
川
川
、
川
伐
の
交
流
な
ら
び
に
洲
澱
を
拡
大
十
る
こ
と
」
、
第
二
に
「
脚
際
貿
易
上
の
あ
ら
ゆ
る
鑑
別
待
遇
術
低
を
微
廃
し
、
側
悦
そ
の
他
の
斑
易陣蛾を低減すること」、について両国川で合意していたのである（”・Ｚ・の■ａ：『．。□・ａ［・邦訳止巻、一七九ページ）。こ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
側
か
ら
い
え
ば
、
英
帝
倒
プ
ｕ
ツ
ク
の
解
体
を
意
味
し
た
が
、
し
た
が
っ
て
、
残
さ
れ
た
問
題
は
そ
の
解
体
の
容
観
的
条
件
を
い
か
に
縦
附
し
、
い
つ
そ
れ
に
踏
み
切
る
か
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
（旧）”・Ｚ・の貝目角・・ロ・口［・川訳下巻の「補遺」として、「協定」の全文が訳川されている》なお、『倒際決済銀行第一七次報
止
旦
二
四
四
ぺ
ｌ
ジ
で
、
米
英
金
融
協
定
の
な
か
の
為
替
政
策
に
つ
い
て
の
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
雄
本
的
方
針
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
たⅢ：い巳
◎一
ま
た
他
力
、
対
英
金
融
協
定
締
結
の
翌
四
六
年
五
Ⅱ
二
八
Ｈ
に
は
、
ア
メ
リ
カ
は
フ
ラ
ン
ス
と
の
間
に
金
融
協
定
を
結
び
、
一
三
億
五
○
○
○
万
ド
ル
の
借
款
供
与
に
調
印
す
る
と
同
時
に
、
イ
ギ
リ
ス
と
同
様
武
器
貸
与
決
済
条
件
に
つ
い
て
も
解
決
を
み
、
フ
ラ
ン
ス
の
武
器貸与物資受取額三二億一一一四○○万ドルに対し、七億二○○○万ドルのアメリカのクレディット供与で決済したので
の
協
定
に
規
定
さ
れ
て
い
る
多
角
貿
易
の
義
務
を
負
え
る
よ
う
支
援
す
る
こ
と
に
あ
る
」
と
規
定
し
て
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
多
角
主
義
、
す
な
わ
ち
す
で
に
ふ
れ
た
世
界
妓
大
の
英
帝
国
ブ
回
ツ
ク
の
盟
主
イ
ギ
リ
ス
に
対
し
て
、
机
互
援
助
協
定
で
の
無
差
別
・
多
角
主
義
の
実
現
を
共
体
的
Ⅱ
蝿
に
上
ら
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
プ
ｍ
ツ
ク
解
体
、
ア
メ
リ
カ
の
商
品
・
溢
水
に
対
す
る
英
帝
国
市
場の開放は必張となったことである。その妓初の具体策が、協定後一年以内にポンドの倒山交換性を回復するという
取
り
決
め
（
同
協
定
第
七
条
お
よ
び
第
一
○
条
）
で
あ
り
、
ま
た
一
九
四
五
年
末
ま
で
に
プ
レ
ト
ン
・
ウ
ッ
ズ
協
定
を
批
雌
す
る
こ
と
で
あった。かくして、プレトン・ウッズ協定はイギリスでの批雌の約束を取り付けたこともあって、一九四五年一二月
二
七
Ⅱ
に
二
九
ヵ
国
の
正
式
調
印
を
得
て
成
立
し
、
翌
四
六
年
三
月
八
日
か
ら
ア
メ
リ
カ
の
サ
ヴ
ァ
ナ
に
お
い
て
創
立
大
会
が
開
催
さ
れ
た。それによって、国際復興開発銀行（田肉ＣⅡ閂貝の３口［〕・目一口目斥命・『幻の８口⑪［日、［】○二回目Ｏのぐの一○℃日の口［）は一
九四六年六月一一孤日から、また国際通貨基金（［冨司Ⅱ閂貝ｍｇｐｐｏ：｝員・ロの日旦司口且）は一九四七年三月一日からそ
（鑓）
ある。（犯）『倒際決済銀行第一七次報併』二六八’二六九ページ。
（麹）
こ
う
し
た
政
府
Ⅲ
協
定
に
よ
る
長
期
併
款
を
補
啓
工
す
る
も
の
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
輸
川
入
銀
行
に
よ
る
ク
レ
デ
ィ
ッ
ト
や
Ｉ
Ｂ
Ｒ
Ｄ
（別）
（濁）
など国際機関による融安がみられるし、さらにイギリス、カナダ弊による援助政策の鵬開も注Ⅱすべきである房？。
れ
ぞ
れ
営
業
を
開
始
し
た
。
ま
た
他
力
、
対
英
金
融
峰
第
二
次
大
戦
後
に
お
け
る
世
界
経
済
の
再
編
‐nｓ 
'、
七
第
二
次
大
戦
後
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
対
外
援
助
活
動
は
、
表
９
に
総
括
さ
れ
て
い
る
。
表
９
に
よ
れ
ば
、
一
九
四
五
年
七
月
か
ら
■ 
第
二
次
大
峨
後
に
お
け
る
世
界
経
済
の
再
編
六
八
（”）アメリカ輸出入銀行（因〆ごｏ月‐胃３℃・月、目斥）は、「アメリカの商品とサーヴィスを取得させるためだけに溢金を供給す
る
」
（
『
国
際
決
済
銀
行
筋
一
七
次
報
侮
』
二
八
七
ペ
ー
ジ
）
と
い
う
、
ひ
も
付
き
併
款
で
あ
る
が
、
一
九
四
兀
年
七
几
か
ら
一
九
四
六
年
一
二
Ⅱ
脱
で
の
川
に
、
俗
秋
承
認
額
は
二
二
億
疵
一
○
○
万
ド
ル
（
う
ち
フ
ラ
ン
ス
は
一
二
億
ド
ル
で
あ
り
、
そ
の
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
縦
圃
を
含
め
て
対
欧
承
認
微
は
全
休
の
八
三
％
に
あ
た
る
一
八
億
七
一
一
○
○
万
ド
ル
）
で
あ
り
、
同
期
側
に
爽
際
に
引
き
川
さ
れ
た
額
は
一
四
億
四
九
○
○
万
ド
ル
（
う
ち
フ
ラ
ン
ス
の
六
億
二
一
○
○
万
ド
ル
を
含
め
て
欧
州
搬
圃
合
計
は
全
休
の
六
七
％
に
あ
た
る
九
億
七
七
○
○
万
ド
ル
）
で
あ
っ
た
（
『
国
際決済銀行第一七次報止旦二八九ページ）。
（
汎
）
ｌ
Ⅲ
Ｒ
Ｄ
は
一
九
四
七
年
五
月
九
日
、
同
行
妓
初
の
佑
款
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
に
二
億
五
○
○
○
万
ド
ル
を
供
与
し
た
。
そ
れ
に
続
い
て
、
同
年
中
に
オ
ラ
ン
ダ
（
八
Ⅱ
七
日
、
一
億
九
五
○
○
万
ド
ル
）
、
デ
ン
マ
ー
ク
（
八
Ⅱ
二
二
Ⅲ
、
四
○
○
○
万
ド
ル
）
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
（
八
月
二
八
日
、
一
二
○
○
万
ド
ル
）
に
対
す
る
貸
付
を
契
約
し
た
（
『
国
際
決
済
銀
行
第
一
七
次
報
止
旦
三
○
八
’
三
○
九
ペ
ー
ジ
、
岡
『
第
一
八
次
報
倦
』
五
ペ
ー
ジ
）
。
も
っ
と
も
、
借
款
申
し
込
み
に
は
き
び
し
い
条
件
が
あ
っ
て
、
借
款
叩
入
額
は
フ
ラ
ン
ス
五
億
ド
ル
、
オ
ラ
ン
ダ
五
億
ド
ル
、
デ
ン
マ
ー
ク
五
○
○
○
万
ド
ル
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
二
○
○
○
万
ド
ル
で
あ
っ
た
か
ら
、
供
与
額
は
相
当
に
削
減
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
（
同
『
第
一七次報壁昌三一二ぺｌジ）。フランスの場合、同国の復興および産莱の近代化に必要な原料および施設の購入に充当する
の
が
条
件
で
、
俄
週
期
間
は
三
○
年
、
利
率
四
・
二
五
％
で
あ
っ
た
（
同
『
第
一
七
次
凱
告
』
三
○
九
ペ
ー
ジ
）
。
そ
の
他
の
搬
国
も
ほ
ぼ
同
じ
条件であったと思われる。
（
躯
）
カ
ナ
ダ
は
ア
メ
リ
カ
に
次
ぐ
瓶
婆
な
援
助
供
与
国
で
あ
り
、
一
九
山
五
・
四
六
両
年
の
み
で
合
計
一
八
億
四
四
茄
○
万
カ
ナ
ダ
・
ド
ル
の
対
外
价
狄
を
与
え
、
そ
の
う
ち
対
英
岱
付
は
約
六
七
％
に
あ
た
る
一
二
億
瓶
○
○
○
刀
カ
ナ
ダ
・
ド
ル
を
占
め
た
（
『
国
際
決
済
銀
行
第
一
七
次
報
告
』
二
九
一
ペ
ー
ジ
）
。
ま
た
イ
ギ
リ
ス
は
職
後
、
一
九
四
七
年
三
川
未
ま
で
伽
聯
と
し
て
三
位
二
疵
○
○
万
ポ
ン
ド
（
う
ち
ア
ン
ラ
鵬
川
分
と
して一臓孤班○○万ポンド）、階秋分として二値七弧○○万ポンド（うち対仏分一億ポンド）、さらに対独経済援助一億四○
○
○
万
ポ
ン
ド
、
総
計
七
侭
四
○
○
○
万
ポ
ン
ド
に
上
る
対
外
援
助
を
お
こ
な
っ
た
（
何
『
第
一
七
次
報
告
』
二
九
二
ペ
ー
ジ
）
。
イ
ギ
リ
ス
、
カ
ナ
ダ
の
ほ
か
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
も
国
際
的
援
助
活
励
に
参
与
し
た
（
同
『
鋪
一
七
次
縦
告
』
二
九
一
’
二
九
四
ペ
ー
ジ
）
。
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節
二
次
大
戦
後
に
お
け
る
世
界
経
済
の
再
編
七
○
九川八年三几（一九四八年四月からいわゆるマーシャル・プランによる援助が始まる）までの援助総額は一五五億二
六
○
○
刀
ド
ル
に
上
り
、
逆
剛
与
竿
を
除
い
た
純
額
は
一
四
五
億
五
○
○
万
ド
ル
で
あ
る
。
こ
の
期
川
は
俗
款
分
が
全
体
の
菰
六
・
三
％
に
あ
た
る
八
一
億
六
六
○
○
万
ド
ル
を
占
め
て
、
賄
与
分
を
約
二
○
億
ド
ル
上
回
っ
て
い
る
。
附
与
の
な
か
で
約
半
分
を
占
め
て
い
る
の
がアンラおよびアンラ後援による商品輸川で、三一億七二○○万ドルに達している。次いで二Ｗ億ドルを上回る民補
物
溢
、
さ
ら
に
武
器
伐
り
と
続
く
が
、
そ
の
ほ
か
に
は
ギ
リ
シ
ャ
・
ト
ル
コ
援
助
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
復
興
援
助
、
中
国
脳
卒
援
助
等
で
あ
っ
た。ここで比需物資というのは、その大部分がガリォァ（のシ四○少Ⅱｏ・ぐの日日①ロ〔シ８『・己ゴロ［】・ロ⑰口且幻の一風（・『
』日ロＣ瓜の一口○ｎ２ｐ８鈩別８⑪）による贈与ではないかと推定されるが、これは一九四七会計年度よりアメリカがドイ
（秘）
シ、オーストリア、日本、朝鮮などの占領地域の疾病や社へ呑不安を防止するために議会の承認を得て供与する資金を
さしている。ガリオァ資金の総額を示すことはできないが、たとえばドイツでは、一九四七年に約六億ドルを受け取
（幻）
っており、その額は同年のドイツ国際収支の経常勘定赤字四億九五○○万ドルをカヴァーして余りあるものであった
と
こ
ろ
か
ら
、
そ
の
大
き
さ
が
推
定
で
き
よ
う
。
他
力
、
借
款
の
主
な
も
の
は
米
英
金
融
協
定
に
よ
る
対
英
援
助
、
輸
川
入
銀
行
を
通
じ
る
併
款
お
よ
び
余
剰
物
質
処
分
等
で
あ
っ
た
。
（恥）（”）『倒際決済銀行第二○次報告』二一七ページ．
以
止
、
戦
時
か
ら
戦
後
に
か
け
て
の
ア
メ
リ
カ
の
対
外
援
助
活
励
を
慨
帆
し
た
が
、
武
器
岱
与
を
主
軸
と
し
た
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
打
倒
を
Ⅱ脂した特殊な迎合側Ⅲ側係が形成されていた戦時を除けば、戦争終結後のほぼ二年側のアメリカ対外援助政簸は、
一
言
で
い
え
ば
総
花
的
で
あ
り
、
応
急
捲
磁
的
性
格
を
強
く
担
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
戦
後
の
疲
弊
と
窮
乏
が
激
し
か
っ
た
だ
け
に
、
そ
れ
ら
援
助
の
圧
倒
的
部
分
は
躯
蛎
援
助
よ
り
も
非
剛
珈
援
助
に
力
点
と
お
き
、
ま
た
復
興
よ
り
も
救
済
に
向
け
ら
れ
、
ま
た
リ｜除こみはそ款こ○定がＩこの戦
耐幽４３繩1Ｍ＄|｣（紅蛎ｌＩｉｉ
Ｌ界仙てリ済分部態伸と、かさるい
もの）'１いスペ的の分に」|：づ大しれ゜う概曹脚ｌｌｉｌｉｉｌｉＥ;;減Ⅶljii“1jlilii;ii;窪ii鱗鮭蕊鮭$lWiitEili箪的。性決た年とのらン灰
にとて九六八なたを済の七しlii）地ラ映達のい四年次構で維銀も)｝て趨城物しキいポルゼ撹騨iI』茄訓i鰍llii
いＩｎｊこ二、＝いうる次時’’億ｌﾘ’二供与噂Ｗ辿形ヱズ｜“MBB職測ポ支てセゼｌも基にう界７１：○こ戦、格鱗!i:蝿li1鯛iliiii換絲へ協ゆ協衡由さて足換も｜ｴｌをｌﾘｌ器性び翌定る定しはれぃに性の際ならＦｉｉが、苑帳をて、たる集ｌ【］供政しかｊｊｌｌﾐポ効絆結い経か゜’'１複」j・始たなの
iiji鯛Ｗ１簾Ｗ：癖i1l陸Ｍ
１(llli2flDEⅦＭれ切る塵ア'１'りた,,,:九ﾊﾘ域とめ。雛ｉｆ<陸lil(；'：|警一をllU設仁にのたはるがにに仁除は九号Mf-Ljし対あへ完。まｌｌｔ、な反よけ、#|iⅢ１閖晉fIii“；漁!；；七大一な常．検の的生六ギも物と主)}し１１：る取性Ｉ１な産週リの贋し流－てｌｌｌｊｉｌリ’に的危ノノ｜|リスとのてを五いまと-12復に機不をにい供ソな
'］たでのの 帰使に均経しっlj，連す以｜Ｍ１に経Ｉ〕すわ瀕衡ずててはとか
降係は常Ｉｈるれしのしもよ当含の
、で、ｌ収振こたた結て、い然む感
イ、－リ｜りとの。采伺対.と來さ
ギ対凹決稗をはそでイＩＺ米い欧え
り米力済え許恐れあ八金え・あ
ス（ｌｆｌ劃ににすらはっ)｜融よ南っ
か款を（）蹄に〈借た二協う欧た
第
二
次
大
戦
後
に
お
け
る
阯
界
経
済
の
Ⅳ
編
七
一●
杭と初理同
しこのに年I'てる外関二本ＩＩＢ
ソが机しノ１のマ
述多会てお敗マ｜
はく議大よ北・Ｉシ
、、が枠びｉｉＩシヤ
北し間が七後ヤル
アたか決月のル・
フがれ定の一・ブ
リつたさヤノＬソ.ラ
カてのれル１１リラン
の、でて夕Ｊ１：ン
Ⅱ１米あいおｆｌｉに
イ英るたよ九い
ク側･がびノ｝た
りはし､ポ－る
アノレかそツ二政
領’しれダＩ１１ｆｉ
ｈｄマソにムよ過
民二連ものリハ}
地アにと米、
のおょづ災’１
億よるし、ソン
託び来て三ド
統ブ欧ｌＩ１ｐリン
ｉｆﾄﾞルの枢ｉＭ「に
化〃解軸脳お
をリ放国会い
要アをｌこ談て
求の反対に米
-|‐親映すお英
るソしるいソ
と政て講て仏
い権、和、’'１
うの束条ドの
其ｊｋ欧約イ五
合認諸案ツ大
にを国の、１１１
、拒で起Ｈ外
#ｉ否は草本｜１１
１にし親をを会
がたソ主含雛
余の政なむが
くに権議’１１１%１
噸対を題枢か
みし樹と軸れ
△、立し国たぃ
ｵﾌそして。）し
ずれて戦戦す
、ｌこい後後で
な対る鍛処に
第
二
次
大
戦
後
に
お
け
る
Ⅲ
界
絲
済
の
Ⅳ
綱
七二
らのドル流川が急哨し、八月二○日までの約五週間に一○億ドルにも上ったので延製。かくして、一九四七年八月二
○
日
、
前
述
の
よ
う
な
ポ
ン
ド
交
換
性
の
停
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
ポ
ン
ド
と
ド
ル
と
の
自
由
交
換
の
開
始
は
、
ド
ル
不
足
に
悩
む
各
国
に
と
っ
て
は
文
字
ど
お
り
旱
天
の
慈
雨
と
な
っ
て
ポ
ン
ド
売
り
、
ド
ル
買
い
に
殺
到
せ
し
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
「
米
川
に
お
け
る
英
旧
の
物
贋
お
よ
び
役
務
の
唯
入
を
促
進
し
、
戦
後
過
渡
期
に
お
け
る
英
国
の
経
術
勘
定
収
支
赤
字
を
倣
う
の
を
援
助
」
（
米
英
金
融
協
定
第
三
条
）
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
締
結
さ
れ
た
金
倣
協
定
も
、
ま
さ
に
イ
ギ
リ
ス
を
媒
介
と
し
て
ド
ル
安
金
が
世
界
谷
川
に
撒
布
さ
れ
た
だ
け
に
終
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
（”）”．ｚ・の日：２８．９ｍ耶訳下巻、五二○ページ。
（卯）幻・Ｚ・○回ａｐの『．。□・口伝邦訳下巻、五二一ページ。
（１） 
こ
う
し
た
事
態
の
な
か
で
、
一
九
四
六
年
二
月
九
Ⅱ
、
ス
タ
ー
リ
ン
は
モ
ス
ク
ワ
劇
場
で
戦
後
初
の
概
説
を
行
い
、
第
二
次
大
戦
は
ヒ
ト
ラ
ー
や
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
等
と
い
う
二
、
三
の
旧
家
脂
導
打
の
犯
し
た
誤
謬
か
ら
起
こ
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
独
占
資
本
主
義
に
於
礎
を
お
く
、
世
界
的
絲
済
力
、
政
胎
力
の
発
展
が
も
た
ら
し
た
不
可
避
的
な
紡
果
だ
と
し
、
溢
水
主
義
囚
は
必
ず
戦
争
に
訴
え
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
の
前
提
に
立
っ
て
、
三
回
に
わ
た
る
五
ヵ
年
計
阿
の
独
行
方
針
を
述
べ
、
ど
ん
な
挑
戦
に
対
し
て
も
ソ
遮
の
安
全
保
障
を
擁
鞭
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
強
調
し
た
。
ス
タ
ー
リ
ン
の
こ
の
演
説
に
誘
発
さ
れ
て
、
一
九
四
六
年
三
月
五
Ⅱ
、
イ
ギ
リ
ス
の
前
首
机
チ
ャ
ー
チ
ル
が
ア
メ
リ
カ
の
フ
ル
ト
ン
で
の
有
名
な
演
説
を
行
い
、
い
わ
ゆ
る
鉄
の
カ
ー
テ
ン
と
い
わ
れ
る
、
「
今
Ⅱ
パ
ル
ト
海
の
シ
ュ
テ
ッ
テ
ィ
ン
か
ら
ア
ド
リ
ア
海
の
ト
リ
エ
ス
テ
に
い
た
る
ま
で
、
大
陸
を
よ
ぎ
っ
て
の
鉄
の
カ
ー
テ
ン
が
お
り
て
い
る
」
と
述
べ
て
、
ソ
連
が立西本時アでん
便がし側に独のあら
職ｉｌｉかと米立政るの
しびしソ英政府･成
た激、迎ソ権の次采も化その［|’を政いと
のしれ協ｌｌＬｌ援組でも
と、し調力助を、あ
し同來Ⅱ１１１劃す条一げ
てｌＩＺの係でる件九ず
I1I1-Illlが１１，と，,りし
き“灘２キボiil
によと彫理中そ一会
提びでり委国の二と
訴三あさｆｉに政ハな
しハつれ会お椛一つ
たり）てるをけを六た↓iiiiil繊騨！き
めで六生る政る米に
ぐ、１１；ん、府、災、
そ妖増“Ｚ当Ｍｉ
米ンるの民朝国下
英ｌＩＵと点主鮮のに
iルザザ謬＄；liliとイ’1リ’'１１政共ワて
のう際で府同外い
対ン述合を委Ｉ１，た
立政合意樹員会ソ
が府のに立会議述
炎が宏達しをがと
iliiア係し、設｜#１西
化ゼＩ１ｌ１、米置か０１，’
しルリ1Ｆ第軍しれと
、パ会一｝±て、の
＆ｊ＃鰍両ＺｉＨ
のヤし議か国ルの
Ⅱゴンてでに占｜対
否１m、はIiI【領マ立
権力ＶＩｊみ兵地二が
行の側らす‐域γ炎
使騒とれるの、ｉｌＩｉ
で擾ソな、統プ化
：ザ{Ｗ姻跳促
す述対た１１臨リの
る
に
い
た
っ
た
。第二
次
大
戦
後
に
お
け
る
世
界
紐
済
の
再
編
七
三
案雛和一巡○二}ミニ和途の題が
に仁条ハ皿ヨノ１、九条中Ｉ|’、ＩＷｌ続へ諦入約四が１－１１（日（!'：－しドかいし
手ら案’１み１１五（iliかにカイャイれてすずにからツ１１、らつ月わツた、￣Ｊるにjikられパ、'',キ伺い休せ処。一'こ次後一なの対（lr-て会に、１１こ九１
鳥Ｆ１脈'i;i1iWjilⅧｋⅦ鰍２１\１外正一たを国忠一がうがで識（P戦測,)i而慥lli繩捌M;ぞ図』1Ｗ鴨に蝿糾瀬鮎キタＷ迄鮪!！
こ－施二ツＩａをにた七らさこ題１１－
の九しユ’''１で承Ｉｋｌるノ１れれれはか九
モ四てｌＩｇｌｈｌ〔認ナヨ－たたはイら】ｆスセ蛾Ｅｌは大しるＩ二。（）先ク同リリクイド終１複のてほｐｌｌしののり七１１〈
紅iWlli艀↑翌上；；型＃に○し米り、たリーな六たワイ１１ハＩｉ
ｌｈｌＩｌ、災、｜『・エ力つ）}が外ンま、
けモ続仏そイス国た一、Ｉ１１うで工てスぃソれツテに．五こ会ンの′、のクてｌｍ１だ’ｌＵＩ１Ｉ’よこ１１こ識１：」を」子リ直力け題題るのｉＩｉでで、」り）三
術でち’１１にの、溝外開ものル’'１１三
会’''１に外深処ド和１１ｌさ西、Ｉに１
識きドイ１１刻、1１‐ノー会会れ側一マわジ
が、イ会なでウ論議たと九二た゜
－ドツ識対あ川がの会ソ１１リアつ
九イｌ１Ｉ］が立っ１２１パＩｌｌ議連六、て
ｌＪｌｌツ題Ｉ)}｜をた１１１リしでと１１ミハ、
七、のかり｜が航で合はの］［ンパ
年オ対れき、行開わ、激ノ１ガリ
ー｜論、起今ＩＨＩかせ両し一リに
）１スにイこ迄題れに背いⅢ１１お
－卜入タすのにたしの対以、い
四リつりの何つ・た歩立ｉｉｉプて
Ｈ了たアでＩＩｌ１いⅡｌがみがにル米
よｉ１Ｉｌｉが以あ力、て’１１つ寄繰講〃災
り｜Ｆ１、￣|くつのも軸てりり和リソ
同にこ五た会妥五、も返会ア仏
）｝対こ力゜識協力一みさ識とリリ
ニー|‐で１１(’一でが悩九られでの力
11(鮴Ｉiii(MIlli馴れぞjⅧＷ
ま和間す六んしす年対の‐|‐条Ｉ１１
で条的るイドら、る七伊たる約会
、約ｉｉ;｜識一・の一領月識めとＩｌｌ１識
の膨脹政筑を非難した。
（１）『スターリン繊維
第
二
次
大
戦
後
に
お
け
る
世
界
紐
済
の
再
綱
七
皿
（
２
）
川
祁
出
川
『
戦
後
世
界
経
済
の
分
析
』
一
九
川
八
年
、
く
れ
は
沖
店
、
一
○
七
ペ
ー
ジ
よ
り
秤
引
川
ｃ
こ
う
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
「
反
共
」
政
策
は
歩
一
歩
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
っ
た
が
、
「
反
共
」
が
ア
メ
リ
カ
の
対
外
政
策
の
基
本
で
あ
り、したがって対外援助も「反共」の側的に沿って行われるべきことが嵐一一両されたのは、一九山七年三月一一一川に
上
・
下
向
院
に
対
し
て
ギ
リ
シ
ャ
・
ト
ル
コ
援
助
に
関
連
し
て
四
億
ド
ル
（
う
ち
ギ
リ
シ
ャ
に
対
し
て
三
億
ド
ル
、
ト
ル
コ
に
対
し
て
一
価
ド
と
を
疵
ち
に
文
川
す
る
よ
う
要
謝
し
た
、
い
わ
ゆ
る
ト
ル
ー
マ
ン
・
ド
ク
ト
リ
ン
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
ギ
リ
シ
ャ
・
ト
ル
コ
授
助というのは、一九山七年二Ⅱ二一Ⅱ、戦後の経済危機に見舞われていたイギリス政府が海外負担を減らす必要上、
（３） 
同年三川木までにギリシャ駐屯の耶隊の引き揚げ、対トルコ経済援助の中止、をアメリカ政府に通化⑪したことを受け
ア
メ
リ
カ
の
外
交
政
策
は
、
特
に
ド
イ
ツ
問
題
を
め
ぐ
る
ソ
述
と
の
対
立
を
通
じ
て
、
次
第
に
そ
の
反
ソ
・
反
共
的
性
格
を
鰯
什
に
し
ていったが、たとえば一九四六年九Ⅱ二○Ⅲには対ソ友好政簸を主哨・雌逃しようとしたヘンリー・ウォーレス商務
長向を罷免したこと、また同年一○Ⅱ二二Ｈにチェコスロヴァキアに対する五○○○万ドルの輸出入銀行借款供与を
打ち切ったこと、などに現れていた。対チェコス叩ヴァキァ柵款打ち切りに附して、当時のアメリカ囚務災官パーン
ズ
は
、
「
ア
メ
リ
カ
は
、
ア
メ
リ
カ
政
府
が
経
済
的
に
他
国
を
奴
隷
化
す
る
も
の
で
あ
る
と
信
ず
る
よ
う
な
国
民
に
は
借
款
を
与
え
（２） 
な
い
」
と
一
訂
川
し
、
企
業
の
個
有
化
の
結
果
、
ア
メ
リ
カ
企
業
が
排
除
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
脚
、
す
な
わ
ち
非
友
好
脚
に
は
佑
款
を
許
可
し
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
四
ン
ド
ン
に
お
い
て
一
八
一
は
な
く
、
大
体
の
蒐
案
が
》
一
致
を
み
ず
に
決
裂
し
た
。
に
お
い
て
一
八
ヵ
国
外
州
代
理
の
川
席
の
も
と
で
附
か
れ
た
。
し
か
し
、
対
オ
ー
ス
ト
リ
ア
条
約
に
関
し
て
は
大
き
な
係
争
点
大
体
の
蒐
案
が
準
備
さ
れ
た
が
、
ド
イ
ツ
に
関
し
て
は
具
体
的
条
約
案
の
作
成
ど
こ
ろ
か
、
議
事
進
行
の
手
続
き
す
ら
意
見
の
第
二
次
大
戦
後
に
お
け
る
世
界
経
済
の
再
編
七
庇
とならめと的る論常とれマて
|可いばてこ「'少．にん以二－１な
様‘』、１Kそ’１１数信多ど外了’Ⅱ：さ
り,ｉ；そ喚米リ）者教いすのお／ｗＬれ
欧；の，,1,ｉＩｉＩｌＩｌ１ｌの（'）。ベ粉ょ（'）たに／隣との，,:意向／て二'ユび勝も簸対（》，剥し政で忠，'１－０）のプニ'急のニキルルぞ轍：撒月Mllil燗iボリｌｉＭｌＥ洲ノミ；繩ｉｗＭ々i'１１こ
かれ対これ私〈ｉｆｉブＪなてに’ヒトお
りが＿|＿とぱは・的式る’〕おがルけ
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たか無リとにすｉ１ｌｉ政のらたを
るっ秋シ保反る方府選なこと
行た序ヤ全抗統式、択いとつ
勅なががとし制はＩＬＩが。にた
をら１，１武がつ、多’'’’１１／対．
とば來装よっ日数選Ｉｌｌｌｌｔし米
ら、地少Ｉ）あ１１１者挙に界ｉｌｉ’刺
ねそ方数広るなに、行史三政
ぱの全派汎ＩＬｌら対旧わの抗府
な影域のな’１１ざし入れ現離は
ら鞠に統ユ,『ＩＦ，る強的て瞬しポ
なへは波ＩｌｊｌＩ態民選制’］い’''’て’
い」〕|〔及下のを挙的’'１なにきうＬｊ
Ｉ－Ｂノノすにな支お仁のいおノhニン六
にる蒲か持よ』j'１保場い゜’（
対にちですびえ障合てま、
＿|＿述たきるＩＪＩら、がはたル
るいなわこ入れ言非ほそ’
を参照されたい。
（４）脇川巽『マー、
（３）幻・淫・ｏＰａｐ２８・ｎ－（・祁訳下巻、庇○二ページ。なおイギリスの戦後絲済危機の実態については、同諜下巻、第一六章
『マーシャル．．プラン』一九四九年、朝Ⅱ新川社、「溢料一」による。／はパラグラフの切れⅡをさす。以下同じ。
この減説のなかで、全体主義体制合・日］厨。：『の狛冒の⑪）とか、武装少一数派行。日日８日》ロＣ『ご）とかで表現さ
れ
て
い
る
も
の
が
共
産
主
義
体
制
あ
る
い
は
共
産
主
義
者
を
さ
す
も
の
で
あ
る
こ
と
は
一
見
し
て
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
ト
ル
ー
マ
ン
減
税
が
全
世
界
、
な
か
ん
ず
く
当
時
開
会
さ
れ
た
ば
か
り
の
モ
ス
ク
ワ
四
ヵ
脚
外
机
会
議
に
塀
え
た
衝
雌
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
ト
ル
ー
マ
ン
演
説
の
直
前
の
三
月
一
○
日
か
ら
、
米
英
ソ
仏
四
ヵ
国
外
相
会
議
が
対
独
・
壇
講
和
条
約
の
審
議
に
入
っ
て
い
た
が
、
同
年
山
川
二
四
Ⅱ
ま
で
の
会
議
で
は
ほ
と
ん
ど
み
る
ぺ
き
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
な
く
し
て
終
わ
っ
た
の
も
、
け
だ
し
当
然
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
、
ト
ル
ー
マ
ン
・
ド
ク
ト
リ
ン
は
二
九
四
七
年
の
危
機
が
も
た
ら
し
た
新
し
い
世
界
情
勢
に
対
処
せ
ざ
る
を
え
な
く
（５） 
な
っ
た
米
風
が
と
っ
た
岐
初
の
捕
肚
」
で
あ
っ
た
が
、
続
い
て
「
三
川
未
に
な
っ
て
、
欧
州
の
復
興
は
各
国
に
一
時
し
の
ぎ
の
援
助
を
与
え
て
い
た
の
で
は
達
成
さ
れ
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
戦
後
の
援
助
計
画
は
断
片
的
な
も
の
に
代
わ
っ
て
、
（６） 
統
一
さ
れ
た
長
期
的
な
復
興
計
阿
を
た
て
る
必
要
」
が
あ
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
二
番
目
の
描
肚
が
総
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
絶
好
の
機
会
を
与
え
た
の
が
当
時
開
か
れ
て
い
た
モ
ス
ク
ワ
外
相
会
議
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
出
席
し
て
い
た
ア
メ
リ
カ
の
マ
ー
シ
ャ
ル
国
務災向は、ソ述が平和条約の起蒐案に鍛歩しないのは会雛を故意に引き延ばして、「経済川雌のため弱体化した西方
（７） 
諸
国
は
間
も
な
く
共
産
主
義
の
手
に
落
ち
る
だ
ろ
う
と
信
じ
て
い
る
の
が
大
き
な
理
由
」
で
あ
る
こ
と
を
看
取
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
「欧州の復興と米国の安全保障」とが内的に関連づけられることになった。
（５）（６）（７）幻・Ｚ・の②ａｐｑ６ロ・ロ［・邦訳下巻、五○一一一ページ。
か
く
し
て
、
一
九
四
七
年
六
月
五
日
の
ハ
ー
パ
ー
ト
大
学
卒
業
式
で
の
マ
ー
シ
ャ
ル
演
説
、
す
な
わ
ち
欧
州
復
興
に
閲
す
る
ア
メ
リ
カ
ただし訳文は必ずしも同じではない。なお、トルーマン演説の原文は、、ｇ【一のの旧・三ＤＰ］Ｈ・・目ゴの宣貰唾冨］］句一目・］息一・
シ弓・】・に掲赦されている。
第
二
次
大
戦
後
に
お
け
る
世
界
経
済
の
再
編
七
七
十役で的ず何綴るさあ凶の
３２lilkl;湖Ｗ繩々i１１１７＄汗とＫｊくい立か要、国こそい；をもＡＹｉに，Ⅱｌｏさとと欧政とのは’'１：Ｉﾘ１：蝋勘復こせいざ州府に’Ｊ１政１１Ｗ,行、る’拠れるうれ’１上がな的汁ｉ締か＞ｉｉｉ，ペバ'・はここて界今けはノ'1’済に:|艀ｗｌＭ駄洲鮒Ｍ１Ｍｌｋ戸一，あへ作人’１つか典えなな’）旗マ
lm1lLW1舳懸濡腱“'Ⅷ鱗'皿'′へるら諦対を１はのし、た手助い度とｉｎヤさＩ－
ＩＬに 好Ⅱ：た何米一|‐は。がししルて上意リＩＦ計ら’到るｌｌｉこ存てな提
いる あでｉｌｌｌｉかがＵ）なう７１２いけ染
る゜るあをの将をるしでるれが・た援る米意来助緩たきしぱな
だ肋・Ｉ、兇行けｆｌｌ援るの政さし をイが－うるパリ１功政でｌｆｉれ訳」j、二町ｉ致行たとは締は的た文 えシ独を勅めし名的な宏のを、アでみをＩこてｉｉｉ、〈定で礎
え さテーな妓さでの社、（）あ
たらイカけ（）らは厄会奥係る
とにヴ的れ効仁な機的に隙、
こ 後はＩこぱ染いくが条飢ざそ
に欧立な的つる、苑件餓れの《＞ は州案らにそ治Ｉｊｉｉの、た要あ 米（ｌｌｌｌ＝|‐なすう療一|￣ｌｌｌｔｔ平肩る ’1Ｊかるいるの（'１る現ＩⅡ｢IＩは
ながらここた努で肺を、（）次
お実，１１ととめ力あ度許絶あの
マ 際なはは｜こをる、祥劇（りｊｍ
にけ適十は傾ぺ断十お１１トリシ 援れ当で欧けきⅡ．るよなでＪＩＰ 肋ぱでにＪｌＩるで的よびいあル
ｉＶ（ でなもＩｿ１各ｉｉｌあにう１１＆･る
説 きらな白国にるｊｊ・な迷わ゜
の るなけとＩと１，．え能なｊＬ
Ｄｉ（範いれな休ま；て動どわ
文’１１１とばつがず！は的をれは 内私、てど欧／なな対の
ではまいの州米ら経象政･ こ考たるよ諸｜動な済と，ｉｉｉｐ 
ｇ０）え決・う国政いをしは
ｍｉｉＩるし欧なの府とｌＵ：ていｉｉＩｌｉ･て州役’''１が私界いずＩＦＯ を米効を割で４$はＩこるれ冨 支ｌiリ采経を現態考復ののｇ 持の的済演在をえｉｌＷｒで一
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
平
和
を
確
立
す
る
た
め
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
経
済
を
復
興
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
マ
ー
シ
ャ
ル
提
案
は
、
ソ
述
、
東
欧
を
含
む
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諦
川
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
に
よ
る
共
同
復
興
計
伽
の
立
案
に
対
し
て
、
ア
メ
リ
カ
が
援
助
第
二
次
大
戦
後
に
お
け
る
仙
界
経
済
の
Ⅳ
編
七
八
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
提
案
を
受
け
て
早
速
、
英
仏
ソ
三
ヵ
国
外
柵
会
議
が
六
Ⅱ
二
七
Ｈ
か
ら
．
ハ
リ
で
開
か
れ
た
が
、
七
Ⅱ
二
日
に
決
裂
し
て
閉
会
と
な
っ
た
。
ソ
連
の
モ
ロ
ト
フ
外
机
は
、
ヨ
ー
ｍ
シ
バ
諸
国
の
経
済
復
興
を
計
画
的
に
立
案
す
る
た
め
に
新
機
構
を
識
樅
す
る
と
い
う
英
仏
拙
案
は
、
務
干
の
強
図
が
支
配
的
地
位
を
占
め
る
Ｎ
際
協
力
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
国
は
経
済
的
自
立
を
鞭
わ
れて国家の主権を喪失することになるとして、マーシャル提案に反対し、不参加を表明した。この直後の七月一○日、
当
初
参
加
の
意
向
を
表
明
し
て
い
た
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
が
そ
れ
を
取
り
消
す
に
い
た
り
、
ソ
述
は
こ
れ
ら
束
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
糾
合
し
て西欧復興計阿に対抗すべく、同年一○Ⅱ孤日にコミンフォルムを結成したことは周知のことがらである。
マ１シャル・プランは「いずれの一国あるいは政冷思想（９．，３月）をも対象とするものではない」ものとして提
案
さ
れ
て
は
い
る
が
、
実
際
に
は
ソ
迦
が
こ
の
提
案
を
受
け
入
れ
る
よ
う
な
こ
と
で
あ
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
議
会
の
承
認
を
得
る
こ
と
が
川
（９） 
難
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
血
の
意
側
は
ソ
述
の
不
参
加
を
予
想
し
つ
つ
、
ヨ
ー
ｍ
シ
バ
の
分
裂
の
我
を
ソ
連
に
帰
せ
し
め
よ
う
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
意
味
で
マ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
は
擬
装
さ
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
案
で
あ
り
、
そ
の
実
は
反
共
的
な
ト
ル
ー
マ
ン
・
ド
ク
ト
リ
ン
の
拡
大
撤
化
で
あ
り
、
そ
の
泣
接
の
継
承
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
の
後
の
聡
史
の
進
行
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
「
冷
戦
の
武
器
」
と
呼
ば
れ
る
マ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
を
分
岐
点
と
し
て
、
西
欧
と
東
欧
と
の
分
裂
・
抗
争
は
決
定
的
と
な
り
、
ア
メ
リ
カ
主
導
の
下
で
西
欧
市
場
の
祁
編
が
果
た
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
（９）『糾波講蝿世界雁史』第二九巻、前柵糾、四五八ページ。
こ
の
の
ち
、
一
九
四
七
年
九
几
の
国
際
迎
合
第
二
回
総
会
、
あ
る
い
は
同
年
一
一
川
か
ら
一
二
月
に
か
け
て
の
ロ
ン
ド
ン
四
ヵ
国
外
杣
会
議
等
に
お
い
て
、
米
英
仏
と
ソ
連
と
の
鋭
い
対
立
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
っ
た
が
、
そ
れ
に
連
動
し
て
マ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
の
反
共
的
性
格
も
よ
り
鮮
明
化
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
筋
二
次
大
戦
後
に
お
け
る
世
界
絲
済
の
両
編
七
九
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定めはメかれ対以を力心のにド
に ら一りつらし外孫.と｜肋もル
つ れノＬｗノノたｉｌ＃ての）１１ドー|‐定との八
い 、１１リ勘か｜刺経諾しルる締づ倍○
て しし定らが常国たにド結い款
各た年、、ポ取にが交ルにてを
lrlが七仮そンリ｜対、換地人、供
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第
二
次
大
戦
後
に
お
け
る
阯
界
紐
済
の
再
編
－１５０ 
２７０ 
２５０ 
３７０ 
1946ｲ1:７１１１５１１～１２１１３１[l 
l947fl:ｌ）１１［1～６１}301］ 
７ｊｌｌｌｌ～８Ｊ]201-1 
F1 
L｣ 
計
op・Cit・ISI調下巻，５２４ページ。ＩＦＷ 《.Ｎ･Ｏａｒｄｎｏｒ
わ勢すい戦輸一｜イリソノ｜Ⅱイルリ億（/）
￥ｌｆＴ?§；ZMlli；肋!』〔ｉＷ＄８腱
いＷＩうル本し加七ＹＬがいとがル○を
る来な不主た堀に年年使っｉ１１ｉはを○締サ蝋些iiiAj鵬：Ｍ１糊lli艀ililiレ１－なは発選り（以でわれ激てだしルてＵ－ 
、し'細曝好Ⅷ'雌i:紙klkiXiiiW灘溌騨ｉｉｌｉｌ＿ }ｉｉＷ１１ｉ鮎脂Ｌ術ililliiF蹄iガリ･州ＷＬ鰍穏_鰹(ﾄﾞ鮎ラに賎jiⅦilj<ilii7彌１Ｍ填停。ので-ける＆、使ル性がノ１￣ｌ－つにｇ２ｆ恐肌'（のるにに、に一外九料十で’こて’'１１に諸一Wli1l1i藝些輪予減いセイ九'''四入定少たノ｝ギlluU）六戦七よ合とををでしるにリ化取ｆｌｉ後（Ｆう衆リ｜反確あた求人スイドリ’‘'１イ危なｌＦｌき映保つ．でっは六業に
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の〕、政にかり）め（}ザう○のクでン秋
,,４常桁依ねでに款に○リ’しのドの
際し、状存な、はも、○きデドよし
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八
一●
振衿til能
ﾎﾞﾝﾄﾞの
対ドル
交換額
１ つ三川
5０
６０ 
300 
750 
1,630 
970 
410 3,350 
第
二
次
大
戦
後
に
お
け
る
世
界
経
済
の
祁
編
八二
的
地
位
の
決
定
的
低
下
を
意
味
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
貿
易
収
支
の
赤
字
を
貿
易
外
収
支
の
鵬
字
で
埋
め
合
わ
せ
、
な
お
そ
の
上
の
余
剰
分
を
海
外
投
盗
に
向
け
て
い
た
第
一
次
大
戦
前
の
イ
ギ
リ
ス
の
一
囚
際
収
支
構
造
は
、
第
一
次
大
戦
後
に
は
海
外
投
溢
に
振
り
向
け
ら
れ
る貿易外収支の余剰分が減少して窮帆になっていたとはいえ、なお余力を残していた。一九二九年以降の大恐慌過程
（１） 
で
こ
う
し
た
構
造
が
崩
れ
て
し
ま
い
、
一
九
三
八
年
八
月
に
は
貿
易
収
支
の
赤
字
三
億
八
七
○
○
万
ポ
ン
ド
を
貿
易
外
収
支
三
億
三
三
○
○
万
ポ
ン
ド
の
蝶
字
で
は
カ
ヴ
ァ
ー
し
き
れ
ず
、
そ
の
分
外
資
瀞
入
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
（３）ｎ勺・召且］８⑩局の『・円ロの□○一百段。【甘いＰＳｇ・北川一雄級『ドル不足』一九派兀年、打奨Ⅲ、二ページ。
（
４
）
『
国
際
決
済
銀
行
第
一
七
次
報
告
』
二
一
○
ペ
ー
ジ
。
と
こ
ろ
が
第
二
次
大
戦
後
に
な
る
と
、
経
常
収
支
勘
定
に
お
い
て
一
九
四
五
年
八
億
七
五
○
○
万
ポ
ン
ド
、
一
九
四
六
年
三
億
八
○
○
（５） 
○
万
ポ
ン
ド
、
一
九
四
七
年
六
億
三
○
○
○
万
ポ
ン
ド
と
い
う
よ
う
に
、
赤
字
も
大
幅
に
な
っ
て
、
そ
の
た
め
に
主
に
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
慨
款
に
よ
っ
て
そ
れ
を
カ
ヴ
ァ
ー
十
あ
と
い
う
ア
メ
リ
カ
依
存
の
体
櫛
が
定
蒜
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
．
こ
れ
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
海
外
役
職
収
入
の
激
減
が
主
た
る
爪
川
で
あ
り
、
そ
れ
は
そ
れ
で
戦
澱
調
達
の
た
め
の
海
外
溢
産
の
処
分
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。
ヨ
ー
ぃ
シ
バ
の
か
つ
て
の
列
強
も
、
多
か
れ
少
な
か
れ
イ
ギ
リ
ス
と
同
じ
国
際
収
支
構
造
の
危
機
に
兇
舞
わ
れ
、
そ
れ
が
「
ド
ル
不
足
」
と
な
っ
て
現
出
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
こ
れ
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
お
い
て
は
、
戦
争
に
よ
る
生
産
破
壊
か
ら
引
き
起
こ
さ
れ
た
極
端
な
物
贋
不
足
に
よ
っ
て
、
い
ち
よ
う
に
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
腿
わ
れ
、
こ
れ
が
労
働
迦
動
に
対
す
る
共
産
党
の
脂
導
力
の
強
大
さ
と
い
う
小
胆
と
州
乗
的
に
作
川
し
て
、
全
般
的
に
労
働
迦
動
が
昂
揚
し
つ
つ
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
な
か
で
、
一
九
四
六
年
二
月
一
○
Ⅱ
の
総
選
挙
で
共
藤
党
が
第
一
党
と
な
っ
た
フ
ラ
ン
ス
は
い
う
に
お
よ
ば
ず
、
ベ
ル
ギ
ー
、
イ
タ
リ
ア
尋
に
お
い
て
も
共
産
党
閣
僚
が
生
ま
れ
て
い
た
。
共
産
主
義
が
來
欧
の
み
な
ら
ず
、
西
欧
を
も
席
巻
し
そ
う
な
形
勢
に
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
一
九
四
七
年
二
〃
の
ギ
リ
シ
ャ
・
ト
ル
コ
へ
の
イ
ギ
リ
ス
の
経
済
援
助
打
ち
切
り
声
明
は
、
ま
さ
に
戦
後
イ
ギ
リ
ス
の
経
済
的
苦
境
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
を
受
け
て
ア
メ
リ
カ
が
そ
れ
ら
両
国
へ
の
川
兵
と
と
も
に
経
済
援
助
に
乗
り
川
し
、
武
力
に
よ
る
共
藤
主
義
の
制
服
を
世
界
に
立
言
するにいたった真意は、実は西欧からの共産主義の一掃であり、労働迦動の体制内化であった。いわゆるトルーマン
施
言
を
両
期
と
し
て
、
戦
後
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
樹
立
さ
れ
た
迎
合
政
椛
か
ら
共
脈
党
側
恢
が
次
々
と
追
放
さ
れ
て
い
っ
た
結
果
、
「
一
九
四
（６） 
七年五月にはもはや資本主義国には、ただ一人の共産党閣僚も残っていなかった。」
（５）『個際決済銀行第一七次報化昌一二○ページ、および同『節一九次報上型一一六ページ。
（６）津のロュロロ且Ｐ８．口か祁訳二五○ページ。
マ
ー
シ
ャ
ル
提
案
を
稀
議
十
る
た
め
の
英
仏
ソ
の
パ
リ
三
国
外
相
会
議
が
決
裂
し
た
直
後
、
英
仏
両
国
政
府
は
ソ
連
を
除
く
ヨ
ー
、
シ
バ
二
二
ヵ
国
に
対
し
て
ヨ
ー
叩
シ
バ
復
興
会
離
へ
の
捌
誠
状
を
発
し
た
が
、
東
欧
八
ヵ
国
が
ソ
述
に
倣
っ
て
不
参
加
を
表
明
し
た
た
め
、
参
加
を
通
告
し
た
西
欧
一
四
ヵ
国
に
英
仏
両
国
を
加
え
た
一
六
ヵ
国
代
表
は
、
一
九
四
七
年
七
月
一
二
日
。
ハ
リ
に
お
い
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
復
興会識をＭ伽した。その全休会搬でヨー⑪シバ経済協力委口会宕厨嗣ＯⅡＣＯＢＢ茸①⑦。、因日・ｂ８ｐ田汁ｏｐｏＢ－ｎｎｏ９
Ｒ
３
口
・
口
）
が
削
設
さ
れ
、
ヨ
ー
ｕ
シ
バ
復
興
緋
伽
の
原
案
を
早
急
に
作
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
同
年
九
川
二
二
日
に
い
た
っ
て
、
Ｃ
肘
Ⅲ
Ｃ
報
告
背
が
全
体
会
議
で
欣
認
さ
れ
、
瓶
ち
に
ア
メ
リ
カ
政
府
に
手
渡
さ
れ
た
。
そ
の
報
止
Ⅲ
譜
は
、
パ
リ
会
議
へ
の
招
請
こ
そ
受
け
て
い
な
か
っ
た
が
、
当
然
に
ド
イ
ツ
を
含
め
て
の
復
興
計
画
案
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
ド
イ
ツ
に
つ
い
て
い
え
ば
、
こ
れ
よ
り
先
の
一
九
山
六
年
一
二
几
二
Ⅱ
、
米
英
両
国
は
ド
イ
ツ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
占
領
地
区
を
経
済
的
に
統
合
す
る
協
定
に
調
印
し
、
当
昨
ル
ー
ル
砿
工
業
地
締
を
占
傾
し
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
を
抱
き
込
ん
で
の
経
済
統
合
は
、
西
ド
イ
ツ
脚
家
則
設
へ
の
第
一
歩
で
あ
り
、
米
英
ソ
三
国
に
よ
る
分
割
占
領
に
合
意
し
た
ヤ
ル
タ
協
定
の
取
大
な
る
軌
道
修
正
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
さ
ら
に
、
鍬
二
次
大
腿
後
に
お
け
る
世
界
経
済
の
再
編
八
三
第
二
次
大
戦
後
に
お
け
る
世
界
経
済
の
再
編
八
四
翌
四
七
年
一
月
二
一
日
の
米
仏
川
で
の
ド
イ
ツ
通
貨
改
航
案
協
定
、
同
年
一
○
几
二
七
Ｎ
の
イ
ギ
リ
ス
に
よ
る
ル
ー
ル
炭
鉱
の
ド
イ
ツ
へ
の
返
還
、
さ
ら
に
一
九
四
八
年
六
Ⅱ
二
○
Ⅱ
の
卿
ド
イ
ツ
通
貨
改
砧
の
断
行
へ
と
発
展
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
英
仏
を
巻
き
込
ん
で
の
、
こ
う
し
た
ア
メ
リ
カ
の
ド
イ
ツ
占
緬
政
簸
の
服
洲
は
、
Ｗ
ド
イ
ツ
の
政
冷
的
・
経
済
的
統
一
が
マ
ー
シ
ャ
ル
計
画
を
具
体
化
す
る
た
め
の
不
可
欠
な
前
提
条
件
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
ル
ー
ル
の
石
炭
・
鉄
鋼
生
産
の
復
興
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
済
復
興
の
鍵
を
握
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
Ｎ
際
決
済
銀
行
は
こ
れ
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
。
「
も
し
禰
炭
が
現
在
ま
で
の
ヨ
ー
回
シ
バ
経
済
の
舷
も
大
き
な
隙
蹄
で
あ
り
、
さ
ら
に
鉄
鋼
が
今
で
も
隙
路
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
原
川
は
何
よ
り
も
ま
ず
ド
イ
ツ
の
生
産
不
足
に
求
め
ら
れ
（７） 
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
。
ま
た
国
際
商
業
会
議
所
は
、
一
九
四
八
年
二
月
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
復
興
に
つ
い
て
の
一
般
的
声
明
稗
の
な
か
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
ド
イ
ツ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
復
興
の
キ
ー
・
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
適
当
な
保
護
の
下
に
、
ョ
（８） 
１
ｍ
シ
バ
経
済
に
再
び
統
合
さ
れ
る
ま
で
は
ヨ
ー
ｎ
シ
バ
は
そ
の
最
鱸
叩
の
力
を
示
す
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
。
こ
う
し
た
ド
イ
ツ
の
誇
る
商
度
な
生
産
力
こ
そ
、
隣
川
フ
ラ
ン
ス
を
二
度
の
仙
界
戦
争
で
敗
北
に
追
い
や
っ
た
主
川
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
そ
の
位
沼
に
対
し
て
フ
ラ
ン
ス
は
撒
く
抵
抗
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
フ
ラ
ン
ス
自
身
、
戦
後
復
興
を
進
め
る
上
で
ア
メ
リ
カ
の
援
助
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
以
上
、
対
米
抵
抗
に
は
限
界
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
（７）『脚際決済銀行第一八次鞭止昌三三ページ。
（８）『旧際決済銀行節一八次報上型三１ページよりＷ引川：
（９） 
そこでわれわれはＣＥＥＣ報止川将をみておかなければならないが、災文なので要』叩を述べるにとどめる。この報小川
書
に
よ
れ
ば
、
西
欧
一
六
ヵ
国
（
そ
の
鵬
領
を
含
む
）
と
西
ド
イ
ツ
の
一
九
四
八
年
か
ら
一
九
而
一
年
に
い
た
る
四
年
間
の
ア
メ
リ
カ
大
陸
に
対
す
る
ド
ル
不
足
額
を
二
二
四
億
Ⅲ
○
○
○
万
ド
ル
（
う
ち
ア
メ
リ
カ
合
衆
伺
に
対
す
る
不
足
額
は
七
二
・
六
％
）
と
算
定
し
、
こ
②
石
炭
生
産
を
一
九
三
八
年
水
準
以
上
と
し
、
一
九
四
七
年
水
準
を
三
分
の
一
だ
け
上
回
る
。
③
戦
前
の
生
産
水
準
に
比
し
、
電
力
で
は
一
六
六
％
、
糖
汕
で
は
二
五
○
％
、
鉄
鋼
で
は
一
二
○
％
と
す
る
。
山
内
睦
輸
送
で
は
一
九
三
八
年
に
比
し
一
二
砥
％
に
畑
強
す
る
。
⑤
商
船
隊
を
戦
前
水
搬
に
復
帰
せ
し
め
る
。
⑥これらの拡張に必要な大部分の資本設倫を欧州の生潅から供給する。
大要以上のようなＣＥ砿Ｃ報告書を受け取ったアメリカ政府は、一九四七年二几一七Ｈに特別議会を附き、絲済
的
危
機
が
最
も
深
刻
で
、
し
か
も
政
治
的
に
も
共
産
党
を
中
心
と
す
る
左
翼
勢
力
が
強
い
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
三
国
に対する緊急援助を盛り込んだ一九四七年対外援助法を、一九四七年一一一月一七日に成立させ、さらに二日後にマー
とドイＬ
(1)い（４）（３）１２１（１）ルを
パゥ参参’吹参のア
ンノILIjⅡ力'１州加融メ
朏iiii“‘矧
物針の｜Ｍ１藤に受大
そにアＩこ資よけ陸
の立メお源るてへ
他脚リけと農ヨノ〈
のし力る財業，部
主て大経源、ｕ分
要、随済の燃ツは
殻一に協完料バア
賦九対力全おのメ
リ）］［す￣を利よ’Ｌ１リ
生一る促用び立力
廠年不進を動化合
水ま）'1す保力を衆
ｉ１ｌｉで額る証輪図国
を’このこす送る＿
戦次’'１１とる、うか
iM1の題、た設とら
によをめ術す－
まう主ののる九
でなと必、近も三
Ｍ成し要代の憶
復果て条化で＿、
せを輪件をあ。
しあ１１１と主る○
めげにしと。。
、るよてすこ〃
砂とつ国るのド
W＃して内生場ル
、て解財産合、
ジレ、決政活、１
ヤるすの動復Ｂ
〃゜る安を興Ｒ
イこ定｜)}Ｉ計り
モとを始ｉＩｉｉそ
、、計すは0）
illlりる次他
脂ここのか
類れと四ら
を、点三
畜縦
雌侍す億
をすな三
戦るわ○
i１ｉｌこち○
水と○
ilIl刀
に蝋産する。
第
二
次
大
戦
後
に
お
け
る
世
界
経
済
の
何
編
八
五
Ｅ
Ｒ
Ｐ
は
こ
の
の
ち
ア
メ
リ
カ
雛
会
で
の
獅
議
を
経
て
、
援
助
額
、
援
助
期
間
、
援
助
対
象
国
等
に
対
し
て
修
正
を
加
え
ら
れ
、
一
九
（Ⅲ） 
川
八
年
山
川
二
Ⅲ
に
「
一
九
四
八
年
対
外
援
助
法
」
と
な
っ
て
結
実
し
た
。
こ
れ
よ
り
少
し
先
の
同
年
三
川
一
弧
Ⅱ
、
第
二
回
ヨ
ー
Ⅷ
シ
バ
復
興
会
議
が
パ
リ
で
Ⅲ
か
れ
、
ド
イ
ツ
の
米
英
統
へ
Ⅲ
地
緋
お
よ
び
フ
ラ
ン
ス
’
占
恢
地
柵
と
そ
れ
ぞ
れ
個
別
に
Ｃ
肘
Ｅ
Ｃ
に
参
加
さ
せ
る
こと、および会議後州姫される迦徹委員会に対し、術設のヨーｎシバ経済協力機柵（○嗣両、Ⅱ○『恩日日口・ｐ３Ｈ
（吃）
胃『・ロの四．両８コ・目ＤＣＣ・ロの３口・ロ）を被侭するよう指宏、すること、を決定した。続いて同年四Ⅱ一六Ⅱの．ハリにお
ける第三同ヨーロッ．ハ復興会破は、述悩委且会が起蔵した副１Ｍシバ経済協力機榊の設悩を規定したヨーＭシ、〈経済
協力協定（Ｏ・ロぐ①ロバ一○口さ『同日・ｂ８ｐｍ８ｐ・日『ｎＯ８ｂｑ目・口）に各国代表が調印して剛会した。他力、アメリカⅢ
の計画遮徹の中枢機関として、経済協力川ａｎ少Ⅱ何８口・目ｎｎｏ８の『目・ゴシロョ目⑫可且・ロ）が「一九Ｗ八年対外援
助
法
」
に
も
と
づ
い
て
設
偶
さ
れ
、
こ
こ
に
Ｅ
Ｃ
Ａ
と
Ｏ
Ｅ
Ｅ
Ｃ
と
が
机
呼
応
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
復
興
計
画
を
推
進
す
る
体
制
が
で
き
上
助法」にもとづ・
が
っ
た
の
で
あ
る
ｃ
第
二
次
大
戦
後
に
お
け
る
世
界
経
済
の
再
編
八
六
シ
ャ
ル
援
助
開
始
ま
で
の
中
川
援
助
と
し
て
、
弧
億
二
二
○
○
万
ド
ル
（
内
訳
は
フ
ラ
ン
ス
二
億
八
四
○
○
万
ド
ル
、
イ
タ
リ
ア
一
億
八
一
○
○
万
ド
ル
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
加
七
○
○
万
ド
ル
）
と
中
川
に
対
十
る
援
助
一
八
○
○
万
ド
ル
を
内
奔
と
す
る
五
億
四
○
○
○
刀
ド
ル
（川）
の
援
助
案
を
可
決
し
て
附
会
と
な
っ
た
。
川
Ⅱ
、
ト
ル
ー
マ
ン
大
統
恢
は
ア
メ
リ
カ
議
会
に
教
井
を
送
り
、
一
九
四
八
年
四
川
一
Ⅱ
か
ら
一
九
五
二
年
六
月
三
○
Ⅱ
に
い
た
る
凶
年
側
に
わ
た
っ
て
総
額
一
七
○
億
ド
ル
の
支
川
を
要
諦
し
た
本
格
的
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
復
興
計
画
Ｂ幻勺Ⅱ嗣口『○℃の：幻の８ぐのｑ己８ｍ日日）を提川したのである。
（
９
）
Ｃ
肛
肛
Ｃ
郷
呰
耕
の
全
文
は
、
川
川
雅
、
仙
川
汗
「
臓
料
三
」
に
孤
雌
さ
れ
て
い
る
。
以
下
の
叙
述
も
伺
神
に
よ
る
。
（、）『国際決済銀行第一九次報止巳一八’一九ページ。
のｌｊ．文るめ為は仏九い紳
必えこへえ゛の；勝一１（ﾉﾄﾊては－１￣嬰るのとて１１１：工のド面は、きで３
がた点へきりＩＬ業欠ル国じ八わに
まめに２た的活乏不政めノ｝め述マ言)‐のつ￣ｉＷｉな１liljに足府に二てぺ’
ギ献淵＄７鮭にビザ“ｆ財
<11騨醗:鰐
て（'）イー，せ１１ｔと産のはも政そ’1'１のいみン，伐る界いにで、イｉ府｜し七性
た兇はｌＩＩこ行うとあイ炭はは年格
とる次経と国限っっギ、：１１「当Ｈいのの済仁の界てたりイ「千ｌｌｌｒに職:雛ii÷ii灘!ｉはな叙会の入食なしのの物的イぞギゼiii鯛＃111｛てⅧ“ザ脚jlwl1Iilliilw纈蝋一で減の七性のぺ足ン
なし－，＝１１１１を輸年に輪て’－１：ＷＴＸｉ{ｌｉ臘ili黎憐ilWjiilXき、シ｜＼な限でるｌヒル’'１換
＃ljilIi1riモ《“'二''#…，Ⅷれさよは股｜ﾊﾆ払炎回がれびＣと｜拙い現復i闘不iiIliひるこＥ－を[で拾い祝１屯い－れＥつ識よあ悩地のて点以ｃのしるつと：鮭はに上司災ざ輪にそそ迫の参樋る人。の
しをアれい切力１１にととポ挑
め打メまつり各し得倖ン折
てつり でめ下国たな]ヒドが
いノノカのらげのとか￣|￣交世
繩ｌｉｉｉＷｌ－■鳥洲餓＃＃でし川リいとえはえのと停済
あへてのカーぱす、でを’上に
るＪｌＦ１はのた複で本あ発緋ノノ．
￣外け繁の典に蘭る炎悩え
とＴｌｉｌｌ栄での外的がしにた
・場ををあたｌＩ１に、、続影
（
ｕ
）
全
文
は
脇
川
巽
、
前
掲
評
「
資
料
四
」
に
訳
載
さ
れ
て
い
る
。
（皿）川川巽、前掲秘、一七○’一七一ページ。
第
二
次
大
戦
後
に
お
け
る
肚
界
紙
済
の
再
編
八
七
第
二
次
大
戦
後
に
お
け
る
世
界
経
済
の
再
編
八
八
こ
の
観
点
か
ら
、
ス
タ
ィ
ン
は
当
時
の
新
川
、
雑
誌
等
か
ら
の
論
洲
を
拾
い
川
し
、
ア
メ
リ
カ
の
対
外
援
助
が
ア
メ
リ
カ
の
輸
川
に
「
折
を
い
れ
る
」
た
め
の
手
段
で
あ
り
、
過
剰
化
雌
物
の
処
班
の
た
め
に
も
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
は
絶
対
必
要
で
あ
っ
た
こ
と
を
強
洲
し
て
い
る
。
ス
タ
イ
ン
の
Ⅵ
川
し
て
い
る
一
九
四
七
年
七
川
四
Ⅱ
付
の
『
Ｕ
・
Ｓ
・
ニ
ュ
ー
ズ
』
紬
は
、
「
ア
メ
リ
カ
が
ヨ
ー
Ⅵ
シ
バ
に
援
助
を
巾
し
川
る
耶
山
－
－
几
炊
気
後
退
を
防
ぐ
手
段
と
し
て
の
价
款
と
脚
与
」
と
い
う
題
で
、
「
世
界
の
購
買
力
が
な
く
な
っ
た
ら
、
ア
メ
リ
カ
の
商
船
の
た
め
の
世
界
の
市
場
が
な
く
な
る
だ
ろ
う
，
こ
う
い
う
わ
け
で
、
こ
の
計
画
の
背
後
に
あ
る
本
当
の
考
え
は
、
ア
メ
リ
カ
は
同
（１） 
内
の
不
景
気
を
防
ぐ
た
め
に
外
国
の
崩
壊
を
防
ぐ
の
に
必
要
な
ド
ル
を
出
し
て
や
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
と
説
明
し
て
いる。Ｈ・リューマーもこの点では同じで、「これ（マーシャル計画‐ｌ引川者）は他の種類の対外『扱助』とともに、
（５） 
ア
メ
リ
カ
独
占
資
本
が
そ
の
経
済
的
な
頭
痛
の
種
の
い
く
ら
か
を
『
輸
川
』
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
」
と
論
じ
て
い
る
。
（３）の。⑫§Ｐ目ロの三○１。弓ロのＣ○一一日国巳一Ｆ巳困・茂木政択『ドルの打ち述てた世界』止巻、一九派四年、沿波撚店、一二五
がＵ）は対
減アな外わ
退メい援れ
しリ゜助わ
は力こＩＪＩれ
じへこ動は
めのかＩ土、
、従ら絶ス
そルバＩＩＴ対タ
れとち不ｲ
にＩｌｄに可ン
述え、火や
11ｌｂる］でり
し視Ｉあユ
て＃ＫＩＩるＩ
ｌｌ§もツこマ
腋秤パとl
iili易ＴＩ「、の
!ｌｉｂに場し桁
も１１１をた摘
低てアがし
下〈メって
しるりてい
、で力まる
火あり！（た論
業ろ，!『マルバ
渦．うＩｌｆｌ、
t・本シつ
j（１）リドにャま
人災とルリ
ー|￣、つ提ア
る－て案メ
伽九必のり
lhllll1典そ力
を七不うの
みｆｌ：、｝し不
せ】ｉ火た況
はⅡの経を
じご（）済｜,り
めろの的避
てかと（lUlす
いらしｉＩＩｉる
るアてをた
゜メｉＩｉ企め
こり細くｌこ
れ力し森も
がの、定、
同輸三’すγ
fｌｉｌｌｌｌるメ
六の、つリ
ノ｝（１１１ツ（）カ
ワ）ぴパリの
（４）の。、［のご・○℃・ロ伊那訳止巻、一二五ページ。
（５）函・巨日円・ゴ周回８口・日］：。Ｑ回切・』し豊・小椋広勝択『戦争経済と恐慌』一九五Ⅵ年、山仙波稗店、一九八ぺｌジ。
ペ
、゛
:／ 
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タ
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．
木
製
品
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学
製
品
皮
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製
品
繊
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製
品
石
油
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製
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石
炭
鉄
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製
品
電
気
機
械
産
業
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農
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車
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航
空
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第
二
次
大
腿
後
に
お
け
為
世
界
級
済
の
秤
編
九
○
マ
ー
シ
ャ
ル
提
案
と
符
節
を
合
わ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
表
、
に
よ
っ
て
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
表
ｎ
は
ア
メ
リ
カ
の
対
外
援
助
が
同
国
の
生
産
お
よ
び
輸
川
に
ど
れ
ほ
ど
の
影縛を及ぼしたかん一みたものであるが、それによれば一九四八’五五年の輸川総額のなかで対外援助輪川の占める判
合
は
平
均
し
て
三
四
％
で
あ
っ
た
。
第
二
次
大
戦
後
の
ア
メ
リ
カ
の
商
い
叩
粕
川
は
、
一
九
四
七
年
の
一
六
○
億
ド
ル
を
ピ
ー
ク
と
し
て
一
九
班
○
年
ま
で
一
○
○
侭
ド
ル
ー
一
三
○
億
ド
ル
の
水
地
に
低
迷
し
た
が
、
炎
ｕ
で
は
そ
の
比
率
が
雌
揃
を
示
し
た
の
は
一
九
四
九
年
で
、
四
六
％
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
対
外
援
助
に
支
え
ら
れ
た
商
船
輸
川
の
燗
大
を
も
っ
て
し
て
も
な
お
、
ア
メ
リ
カ
の
商
船
輸
川
総
額
の
低
下
を
カ
ヴ
γ
ｌ
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
が
、
仮
に
対
外
援
助
輸
川
が
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
輸
川
貿
易
の
落
ち
込
み
は
も
っ
と
激
し
か
っ
た
に
違
い
な
い
．
こ
の
点
で
、
前
者
は
後
者
の
落
ち
込
み
を
か
な
り
の
程
度
緩
和
す
る
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
商
品
別
で
み
れ
ば
、
過
剰
生
産
傾
向
に
あ
っ
た
綿
花
、
タ
バ
コ
、
小
麦
な
ど
の
農
産
物
が
対
外
援
助
輸
出
に
依
存
す
る
度
合
い
が
術
く
、
一
九
四
八
’
五
近
年
平
均
よ
り
も
そ
の
比
率
が
商
い
商
品
は
、
上
記
の
も
の
を
除
け
ば
、
航
空
機
（
菰
二
％
）
、
巾
輔
（
三
六
・
四
％
）
で
あ
っ
た
。
生
藤
に
対
す
る
比
率
、
つ
ま
り
輸
川
依
存
度
は
全
商
品
に
つ
い
て
一
・
六
％
と
決
し
て
商
い
わ
け
で
は
な
いが、右で折摘した商品は総じて術く、とりわけ綿花（一二・菰％）、小麦（八・七％）、航空機（五・一一％）、地気
機械（四・一一一％）、米（四・○％）、農業機械（三・○％）など、平均よりもかなり揃い。このように、アメリカの対
外援助は、域外調達によって援助受入国に与えられたものもあるのでそのすべてがアメリカの商品輸出に結びついた
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
そ
の
か
な
り
の
部
分
が
自
国
の
商
品
輸
出
と
結
合
し
、
過
剰
生
産
の
処
理
に
一
定
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
紫
栄
と
「
完
全
雁
附
」
を
支
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
わ
れ
わ
れ
は
マ
ー
シ
ャ
ル
提
案
の
政
胎
的
、
躯
珈
的
側
而
を
飯
祝
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
湾
え
る
。
ア
メ
リ
カ
の
い
わ
ゆ
る
低
開
発
諸
国
の
開
発
戦
略
は
、
朝
鮮
戦
争
の
勃
発
を
契
機
と
し
て
具
体
化
し
て
い
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
二
つ
の
委
員
会
報
告
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
意
義
と
探
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。
二
つ
の
報
告
と
は
「
グ
レ
イ
報
告
」
と
「
ロ
ッ
（１） 
クフェラー報告」とを指す。もともとこの二つの委員会設榿の必要性は、一九四九年一月二○日のトルーマン大統微
の就任演説第四項、いわゆるポイント・フォアｓｏ旨［句○頁）に由来十るものであった。
「
第
四
に
、
わ
が
国
の
科
学
上
の
発
鵬
と
工
業
上
の
進
歩
と
に
よ
る
利
益
を
低
開
発
地
域
の
改
善
と
発
達
と
に
利
用
す
る
大
胆
な
新
し
い計画に蒜手しなければならない。．…．．／平和を愛好する民衆を、われわれの蓄積している技術的な知識と恩恵に浴
マ
ー
シ
ャ
ル
演
説
は
、
ト
ル
ー
マ
ン
・
ド
ク
ト
リ
ン
に
直
接
触
発
さ
れ
て
行
わ
れ
た
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
の
反
ソ
・
反
共
路
線
の
延
長
上
で
捉
え
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
政
治
郡
郭
的
統
合
の
上
に
立
っ
て
の
ソ
連
、
共
産
主
義
へ
の
直
接
の
対
決
路
線
で
あ
り
、
そ
う
し
た
統
合
の
前
提
な
し
に
は
ア
メ
リ
カ
の
み
な
ら
ず
、
ヨ
ー
Ｍ
シ
バ
の
生
存
す
ら
保
障
し
得
な
い
と
い
う
、
現
代
資
本
主
義
の
「
組
織
化
」
の
窮
極
的
な
限
界
を
み
ず
か
ら
宣
言
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
ヨ
ー
肋
シ
バ
の
経
済
的
統
合
は
、
必
然
的
に
政
治
軍
事
的
な
統
合
に
ま
で
発
展
せ
ざ
る
を
得
な
い
し
、
そ
の
経
済
的
統
合
が
ド
イ
ツ
を
一
「
包
摂
」
し
た
と
き
に
は
じ
め
て
「
完
全
」
な
統
合
体
をなしたと同様、政活的・軍珈的統合も、ドイツの「包摂」なしには到底考えられない。その意味で北大西洋条約機
構（ｚ鈩目○Ⅱｚ・『〔ケシ〔］自威ＯＢ『８ｑ○門、四日目は。。）へのドイツ「包摂」をもって、アメリカの世界戦略の一環とし
て
の
西
欧
統
合
は
文
字
通
り
「
完
成
」
し
た
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
次
項
で
述
べ
る
低
開
発
諸
国
の
「
統
合
」
に
よ
っ
て
補
完
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
。
第
二
次
大
戦
後
に
お
け
る
肚
界
絲
済
の
秤
編
三
い
わ
ゆ
る
低
開
発
諸
国
の
Ⅳ
編
九
一
ｉＷｉｌＵれら合行の｜肋け努Ｍ１さ
へＴる界のな、う生力れブノノノせ２ －＿よの当い資場産すばにし、
でソう人ｉｌｉｉ･源合耐るなよてか人のユ：グに的の／と、１Iil）こらつ｜)}１〈蔵みラレ、資ｉｉＩ海労開迩となて発し餅!ｉ蝋#1mγ源画外勧発大をい、をてこ職iMiil制；＄Ｍｉ１ｉＭｌ報とレッとＩＩＴ主るこ地進歓の衣るを｜芒
【－にイク諦源的利れ城し迎図料地政おM蝋ili締lIi1繩11鋤!；i:；巻こ対’の’'１処取発にら；れ処投いｗＬ鯉ﾋﾄﾞﾂ搬間Ⅶ11（“ｈ；
、を１４を（）葬る的入をi1Iirわの付１１ノノれｉｌｉ－Ｉｊ〔（|［同、し理とす（）水が技を成わ編几じ的じ’１ｔよ忠一|‐るた準１１４術、十れ型|(Ｍｉ＃Ｚ総ツギ“J;耀鱒(ＩｉｌｌｉｉＭ＄国十底い‘）よし業Yfかでえ,,,，りなっ々ると帝氏うぐ、源れあて入しＩｌＵ()がこす１１４衆に’イリ尺をらるい
’て脳の雌のる主の計」：’''１こり）・る
りりおをと業建｜)Ｈ義利iH1iiせ蜜のｆｌ／他ﾉWlj{キ画禰'j(lIi紬准ｉｉＩＩｉ１Ｍｌ總洲i蝿iii;|iii＄際i:亀ノビ郷：ｗ猟lii＊iii職欄鯛:；M：＃醗礫：；煙＃職１１，%本辮、うじ潜る貰う、る’'な。－Ｗ＄述燗けめんよ家なこ｡とｉｉｉま亘燃llll々miPi,21灘;Ｉｉ:liliilMだ｝簾j:;縦織Ⅱ■。りクのはわな場に々になのと
ョ
１
回
シ
バ
復
興
計
剛
に
み
ら
れ
る
ア
メ
リ
カ
の
対
外
援
助
政
簸
は
、
さ
ら
に
苑
鵬
し
て
後
進
同
附
発
に
ま
で
拡
大
さ
れ
る
に
い
た
つ
ｌ
グ
レ
イ
報
告
一
九
五
○
年
三
月
一
日
、
ト
ル
ー
マ
ン
大
統
領
は
ノ
ー
ス
・
カ
ロ
ラ
イ
ナ
大
学
総
長
で
元
陸
軍
長
官
の
ゴ
ー
ド
ン
・
グ
レ
イ
（の。ａ・口の引旦）を委一員長とするアメリカの対外政策を検討する委員会を発足させ、「われわれ、身の政策が、米国の
（１） 
経済力ならびに世界の自由主義諸国の経済力を噸強するのにもっとも役立つものとなることを明らかにする」ために、
適
切
な
勧
併
を
作
成
す
る
よ
う
要
諦
し
た
。
こ
れ
に
応
じ
て
一
九
正
○
年
二
月
一
○
日
、
「
対
外
援
助
政
策
に
関
す
る
大
統
傾
へ
の
報
告
」
が
さ
き
の
委
貝
会
か
ら
促
川
さ
れ
た
が
、
こ
れ
が
「
グ
レ
イ
報
告
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
グ
レ
イ
自
身
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
報
告
は
「
外
国
経
済
の
分
野
で
わ
が
国
が
現
在
直
耐
し
て
い
る
砿
要
な
問
題
と
こ
れ
ら
の
諸
問
題
を
処
理
す
る
た
め
の
政
た
が
、
こ
れ
ら
一
連
の
ア
メ
リ
カ
の
対
外
援
助
政
策
は
扣
互
に
深
い
関
連
を
も
ち
つ
つ
、
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
右
の
ト
ル
ー
マ
ン
演
説
を
一
読
す
れ
ば
す
ぐ
理
解
で
き
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ポ
イ
ン
ト
・
フ
ォ
ア
計
画
を
、
ト
ル
ー
マ
ン
は
み
ず
か
ら
「
建
設
的
な
計
画
」
と
い
い
、
「
海
外
に
お
け
る
利
潤
の
搾
取
を
Ⅱ
的
と
す
る
古
い
帝
国
主
錐
」
で
は
な
く
、
「
民
主
的
な
公
正
処
遇
な
る
理
想
を
板
庇
と
す
る
開
発計、」だと強調しているが、マーシャル計阿から泣接引き継いだものであるだけに、そのなかに隠されている一興
し
た
反
共
路
線
を
わ
れ
わ
れ
は
希
取
し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
こ
う
し
た
反
共
路
線
上
で
後
進
脚
開
発
を
み
る
な
ら
ば
、
ポ
イ
ン
（３） 
卜
・
フ
ォ
ア
計
画
の
「
対
象
と
な
る
領
土
に
と
っ
て
利
益
洋
一
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
」
ど
こ
ろ
か
、
ア
メ
リ
カ
の
世
界
政
策
に
と
っ
て
（４） 
「
か
か
る
地
域
は
徐
々
に
血
婆
な
原
料
供
給
源
と
な
る
」
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
そ
の
対
米
従
属
化
へ
の
道
で
あ
る
こ
と
こ
そ
強
調
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
は
、
上
記
の
二
つ
の
委
員
会
報
告
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
確
定
で
き
よ
う
、
．
（３）『国際決済銀行第一九次報止旦囚○ページ。
（４）同和、四一ページ。
第
二
次
大
戦
後
に
お
け
る
世
界
経
済
の
再
編
九
三
鮒二次壼大戦後における世界紙済のⅣ編
九
四
（２） 
箙
お
よ
び
汁
阿
」
と
い
う
、
一
一
百
で
い
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
対
外
経
済
政
簸
全
般
に
係
わ
る
諸
間
脳
を
広
範
川
に
わ
た
っ
て
取
り
扱
っ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
が
問
題
と
す
る
低
開
発
諸
岡
の
開
発
峨
略
の
み
を
対
象
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
グ
レ
イ
報
俗
は
、
ア
メ
リ
カ
の
対
外
経
済
政
簸
全
般
と
い
う
広
い
視
野
に
立
っ
て
の
提
言
で
あ
る
だ
け
に
、
低
附
発
紺
凶
の
開
発
問
題
が
そ
う
し
た
全
体
の
な
か
で
位
悩
づ
け
ら
れ
て
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
点
で
は
ア
メ
リ
カ
の
Ⅲ
苑
戦
略
を
い
っ
そ
う
Ⅲ
砿
に
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
の
委
凸
会
で
の
報
併
杵
作
成
途
中
で
朝
鮮
戦
争
が
勃
発
す
る
が
、
グ
レ
イ
は
こ
の
恥
件
が
「
耶
爽
上
わ
れ
わ
れ
が
取
り
細
ん
で
い
る
Ⅲ
（３） 
題
の
於
木
的
性
質
を
変
』
え
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
」
が
、
「
問
題
の
大
き
さ
を
耕
し
く
変
え
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
獅
爽
、
そ
の
点
は
こ
の
報
告
書
の
な
か
に
散
見
さ
れ
、
朝
鮮
戦
争
勃
発
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
た
諸
問
題
、
と
り
わ
け
ア
メ
リ
カ
お
よ
び
西
欧
の
国
防
と
い
う
観
点
か
ら
の
秤
軍
備
強
化
へ
の
促
迫
を
強
く
訴
え
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
（１
）
大
蔵
省
『
調
査
月
報
』
第
四
○
巻
第
一
号
、
’
九
五
一
年
、四五ページ』グレイ報告には「要約および勧告」も付されていて、そ
の
翻
訳
は
本
号
に
収
峨
さ
れ
て
い
る
が
、
全
文
は
同
『
Ⅱ
報
』
第
四
○
巻
第
三
号
に
訳
栽
さ
れ
て
い
る
。
（２）（３）大蔵行『調從川棚』簸川○巻第一号、川六ページ。
次
に
こ
の
報
告
譜
を
み
て
み
よ
う
。
（１） 
「グレイ報止い」は六章からなっており、その表題は、節一蹴対外経済政筑の芯義、第二厳戦後経済の趨熱と米脚の
川
際
収
支
、
第
三
章
西
欧
、
ポ
ン
ド
地
域
お
よ
び
Ⅱ
本
、
第
四
蹴
低
附
発
地
域
と
経
済
開
発
計
耐
、
第
Ⅵ
章
通
商
お
よ
び
財
政
政
簸
、
第
六瀬対外絲済計阿の迎憐、となっており、これに二九表からなる付偶統計がついている。第四厳の論述に焦点をおい
て
、
以
下
、
グ
レ
イ
報
告
の
概
略
と
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
（
４
）
大
蔵
行
『
調
在
Ⅱ
報
』
第
川
○
巻
第
三
形
に
よ
る
。
以
下
、
Ｎ
ザ
か
ら
の
Ⅱ
川
に
際
し
て
は
カ
ギ
カ
ッ
コ
を
付
し
、
爪
取
を
避
け
て
ペ
ー
ジ
数を省略する。
「
わ
れ
わ
れ
の
対
外
政
簸
の
岐
大
Ⅱ
的
は
公
正
に
し
て
恢
久
的
な
平
和
を
樹
立
す
る
に
あ
る
」
と
い
う
文
葹
で
始
ま
る
第
一
厳
で
は
、
そ
の
目
的
と
達
成
す
る
た
め
の
ア
メ
リ
カ
の
対
外
政
簸
の
あ
り
方
と
一
般
的
に
提
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
向
山
肚
界
共
通
の
国
際
的
目
的
」
、
つ
ま
り
「
自
ら
を
防
衛
し
囚
圧
の
生
活
水
準
を
向
上
せ
し
め
る
意
志
と
能
力
あ
る
宏
定
せ
る
民
主
的
社
会
の
発
鵬
」
を
図
る
た
め
に
、
ア
メ
リ
カ
は
「
継
続
性
と
一
興
性
」
を
も
つ
「
対
外
政
簸
お
よ
び
経
済
什
阿
」
を
椎
逃
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
「
対
外
経
済
政
策
の
雌
」
と
な
る
の
は
、
「
ソ
述
此
賑
主
凝
と
非
共
賑
Ⅲ
界
の
川
の
災
期
戦
の
中
心
は
防
衛
力
に
お
け
る
の
み
な
ら
ず
利
川
可
能
盗
源
の
効
果
的
な
使
川
開
発
力
に
お
け
る
成
功
の
比
較
」
に
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
を
成
功
柳
に
進
め
る
た
め
に
は
、
「
経
済
政
策
の
企
両
と
運
営
は
世
界
的
な
規
模
を
も
ち
妓
大
限
の
国
際
協
力
の
基
礎
に
立
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
ど
と
し
て
、
国
際
協
力
の
政
婆
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
第
二
章
で
は
、
戦
争
終
了
後
か
ら
朝
鮮
戦
争
勃
発
ま
で
の
西
欧
お
よ
び
Ⅱ
木
の
復
興
と
発
腿
は
、
ア
メ
リ
カ
の
臓
与
お
よ
び
岱
付
に
大
き
く
依
存
し
て
な
さ
れ
た
が
、
ア
メ
リ
カ
の
こ
れ
ら
の
諸
国
へ
の
援
助
は
、
西
欧
や
日
本
の
非
欧
地
域
か
ら
の
輸
入
噸
大
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
多
く
の
非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
経
済
を
同
様
に
援
助
す
る
愈
要
な
要
因
」
と
な
っ
た
。
し
か
し
な
お
「
正
大
に
し
て
永続的な問題」として、耐欧およびⅡ本の場合には「充分な市場ならびに長期Ⅲの競争との弱点に対する必要描悩」、
低
川
発
地
域
の
場
合
に
は
「
生
産
商
と
輸
川
商
の
低
水
耶
お
よ
び
そ
の
絲
来
と
し
て
の
輸
入
能
力
の
制
約
、
な
ら
び
に
米
囚
市
場
に
光
り
込
む
川
雌
と
そ
の
た
め
起
こ
る
米
川
か
ら
必
嬰
な
輸
入
へ
の
贋
金
綱
逮
の
川
難
」
が
戒
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
朝
鮮
戦
争
勃発後の妓近の新しい珈態の発鵬は、次のような必要性、すなわち「㈹政締的および経済的に西欧の防衛力を急速に
建
設
す
る
こ
と
を
可
能
な
ら
し
め
る
こ
と
、
Ⅲ
激
し
く
な
っ
た
ソ
述
共
産
主
義
の
浸
透
の
圧
力
に
対
抗
し
向
山
世
界
全
般
の
絲
済
的
政
桁
第
二
次
大
戦
後
に
お
け
る
世
界
維
済
の
再
陥
九
五
l御うを要的勿嬰的
ｌｊｌなか効物に論を櫛
に対〈来賓し、充造
役外し的へてそ足の
立経てにの粉うさりn
つ済、突濫力しせ化飾ｌｌｌ政ｉｌｉ現?｛的たるをニリ策ｉ１ｆすをなＩ（た援次liiilll1:：illlll1i鰹i1i
llllこに’一先文は分こお
苑そとが度と弓なとけ
;ｈがつでのそ光ド゜る側緊てき高の分ル（c）’1ｔ慨ﾄﾞﾙ鮮鰯lli
とで急う達継で、ｿ材Ｗｊいあなの）戊続あなの１Ｍ,;：ll1iilili：illli； 定に１１１゜l－Ｌと行の
さなとすたはわ１，れる資るらｌﾘ｜れ力l’
た．源よし｜ＵＲうの選こ間うめでるた
》りこ躯’Ｆｆ：州０）にを忠す避ル從一う’''１魁でけを言かかり６仮ｌｄＱｇ侭がに､満低効 ilHEMf 在開率し発的て諸な
い国Iji〔Ｉくいγ題こるの料 ぃメととこ開資 ！;jl#％ と発源を－Ｖ）わ股生れで産のIj(河川
わはと対一，外るしれな利外ド経とめ
はく１１１政ル済分、九凡てを簸資政Ｉ)『こ六藩、図の金鞭しれ
と防れョののてら
し衛る｜］非効いり）
て力よ的１ｋⅡしる必
第
三
章
で
は
ま
ず
西
欧
の
「
現
在
の
弱
点
」
を
、
「
躯
事
的
に
は
充
分
な
防
衛
力
に
、
政
治
的
に
は
若
干
の
国
家
に
お
け
る
無
関
心
と
梢
神
的
珊
点
に
、
経
済
的
に
は
個
別
的
に
も
災
Ⅲ
的
に
も
両
打
に
と
っ
て
国
比
絲
済
が
外
国
の
他
の
部
分
か
ら
の
輸
入
に
極
度
に
依
作
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
」
と
脂
摘
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
朝
鮮
戦
争
勃
発
後
の
新
し
い
躯
態
の
発
服
は
閥
欧
に
も
取
大
な
彫
紳
を
い
え
た
が
、
そ
の
な
か
で
政
婆
な
も
の
は
、
「
飾
一
に
、
北
大
西
洋
条
約
諸
国
へ
の
米
川
の
援
助
も
含
め
て
西
方
世
界
に
お
け
る
再
顕
備
の
独
化
で
あ
り
、
節
二
に
、
非
此
雌
仙
界
を
政
桁
的
に
も
絲
済
的
に
も
伽
化
し
、
放
喫
資
材
の
供
給
を
燗
大
し
、
あ
ら
ゆ
る
棚
航
の
生
賑
を
拡
大
す
る
緊
急
な
必
要
性
の
燗
大
で
あ
る
ｏ
」
し
た
が
っ
て
、
そ
の
側
的
を
遠
成
す
る
た
め
に
、
ア
メ
リ
カ
の
対
西
欧
援
助
は
「
今
後
な
お
三
年
な
いし四年にわたって必要」であるし、そのことが結局「アメリカに利益をもたらすことも今や明白」であるという。
は
な
ら
な
い
。
余人｜訓換ららのて包おのうて
にさ１１１でなな四絶蔵よ鋪こし大以迷せ’１ｔきいい点好さび１１１１のて焼」：成る界る。°、のれアナｉｆ１%｜、模、
すたをよ第策す‐素てうは苑いなき第るめＩＭＩう三二な地いり１１１戦わＷわ－１こに成にににわをる力節略ぱ）Ｉ（めｊｌｉ必わす援、、ら提に’)かは１ｋ(iIiて職要れる助わわ司供も三らい典を人後なわ紺しれれましかつ１脚か川（強雑に－，れ’11なわわずてかの成な料制肥お先はがけれれ第いわ地さる伏しに
：蝋liiMi“花色Ⅶ￥ikliiiぞ型'1ｔ件しをなれれ、と、大い、とれｉｉｆＶＷＬＬな述らららわし慨部て手しに１ｋ級をけ１１１１か地地れてし分、段て対でijiなれとい城域わいての第を‘）しをＷ－ｌ‐ばし。にのれるこ諸一通低てみ
編がなてAl〔お住は。れ国節じｌ１ｌ１アて
、ら進後い民こしらが－，て宛メき
うな歩にてとれた諾低低実紺りた～いの、生政らが脚開｜Ｈ１現ＩＲＩ力ののＬ火｜:１腋府地つの発発さのもでたとを１１ｌ左と域て生地地れｌＩｌｌ新あめいあｌｕｌｉＶがに、ｈＩｉ域城より§たるにうげ界リｉｌ相援こ水にのうがなが＃iilZiM、ルゼ川!ⅦtiIi船１１くあよ済か衛与低きてとてさ政鮮
るう的つのえ開わいそいれ箙ＩｉｉＲこ・な賢氏体て苑ぬるのるるのイト１１i以'剛源蹄制ぞ地てと将かこ肢物地J;|iiiと雛;11腱叫避ごｆ'“城う易屑びて立対、こでれな余ののちの有｜K’てをすたのはがつ隣新ｌＩｊｌ、機効防協維るめ地、第たなし脳＃胤這蝉、司槽$＃縄ｉ｝政のな川要るるり」しはラのあれ態ｆｆｉｌｌかすなこ能力藤世テ課るてがＩｌｌｆＩ〈２M“鰄桝了増て:：ｆ主そことを保強発述天アあはこく主のれをＩ１１証化戦１klj然メる－ととﾉＬ義他ら（ILJｉしし略（ﾉ）資リと体がＩ(）七にｄ）の進にななの苑源力い、分Ｗ対１２１地しイ丁けけ目ＩｊＩｌの、えアか｜伏
し標城、116れれ標に大了よメるに
てとをま｜こぱばは対半ジうリ･対
ノ,Ｂ売り'１た交なな次しがγ（’力こし
な
ぜ
な
ら
、
「
ア
メ
る」からである。
「
ア
メ
リ
カ
の
安
全
保
障
と
白
川
枇
界
の
安
全
保
障
と
い
う
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
西
ヨ
ー
ｕ
シ
バ
は
蚊
も
砿
婆
な
地
域
で
あ
幽鮴２ルポ鏑：Ｗﾐ鮒次珊箪
でさて政敵の二地強こらているの誓
i雛ｌｉｉｉｉｊ殿；で、民を経す害カス東ｌＩＩＩｉ・ア質実し戦あ援の育験るＬの、、一アメ川現、｜き
る肋幸成の゜に役ファのメリ、すまお
゜は福し班先お判ラジ低リカ文るたけ
諾を、？;『進いはンアＩＩＩ１力、化たはる々増かな国てIliリスは苑にIl1的めこｌｕＭ挙受lilwﾈ'1点ポサｌＲ蝋縦|澱；｜祭る持者・の低れル主些て南の極一のｉｉＥＬ杼洲群蒋“；蜘臘％
をにす１１１の諾を、絶るばアをか実通あく者導国得ポえか、お解つな
じるて、入のなルざら弓よ》111継もて￣の経を経い卜る、アびす続の？『Ｍ艀ii鯏儲ｊ南る的とニかなもる苑ら、のリカザボljilk繩雛縣２ｊｌＨＭ《ジに力けiii鰯i鱗窪雛ｉｌｉ１ｌ蝿Ｉるしめ、持いよらに入・域急れ、
こばにアすがっに期でのにぱいれし池メる、てアイ寺き個必なわ
らぱのリにそ管フさる々要らゆのョ諸力必れ理リオＬ程の［－なる隙内国の要にさ力る度特・だい先
害政の対なはれＩｉとま殊と。進
ｌ土へ協外諸莫て、こで率い概諸ノＬ漆\灘捌：７術iiiスキ鳫八
と渉求の機費の口火のつで農低にＬめ｜］関ル１でシき脅し、あ業開克と、的｜と、パレ、威てる国発
次
い
で
、
第
三
節
「
望
ま
し
い
開
発
の
性
格
」
で
は
、
低
開
発
諸
国
の
開
発
の
「
基
礎
的
要
件
は
、
生
産
力
を
増
強
す
る
こ
と
」
、
な
ノセニでる’1ｆｔなぱそて全対づの地倒すか
めはい密けなれョい係しい’lリ城のるん
に解はがれらぞアる隙てて家で経ぱず
、決一，現ぱなれメ゜の太りｊｌ的主済かく
鋪jli樹蝋ｲﾄﾞ：;lMllji鵬ｌ＃ｔ＃：喫二－，れな〈l；ず、的のはｌｉｌｆ圧て￣てをは業次ｌｉｌｈな外し、そに援経は迫きを生改な生臘略い'１K'てそれ取助済、をた一産善く産後Ｙｒ･ドおうにり計ＩｌＭこ力Ⅱが九さ１－，をに材そル’〕し先」２画苑れえ、Ｕｌｌれで輪改
おのれ証、た行げの計らる’'０１六るき１１１善け／|；を券と施して諸ｉｉｌｌｉｌｒｌ－鮮１１昌多る向する産補のり設て考要の材に戦の〈とけるllli拡うにわの、察素最‘)い争戦のし(':開繩;(腱|鰯潅：鮭＃'''1；１簾ii'ilii鰯蝋簾;猟銭蕊''１'1ilL1;鵬：iiij鰄鰔え述盗些ざ（ｉＭな与要団供にる低っをぱ設だ、まさけ、求的給もＩｉｆｌ)'１て蝋
、のけあのれれをし安’こと材・苑｜:１力１１
,LKH型ｆＷＭ峰淵iiimit加鍬ｌＭ囎鮭ＷＭｒｌＩＩｉ２紳肝ゾＭｉｉ的的一，術の、にいかし資とるメメー、お剛?;蝋鞠!》｛鋼：１１蕊蕊□閃Iiz〈ifX繩ぞＷｉ:ｌｊＥ７＃歴＃｜刺なまとると以ノバ規あずがもに全的
とるたもがな下本模るる必うおなな一のは当、っに的は。Ｌ要一け｜)}１部一
IlliRMM,Ｍﾗｻﾞ剛馴Ｌ祁郷ｔｉ８
Ｍｌつとノハしはなとれのまあ公役ｌＩｌｉを定てしIiMi-，、るなたよたる的一をなな、てをあそ力、るもう－，と槻をｂＩ（す
いこ必」〕・らうどののな説ｌ提側な極も
第五章「通商および財政政策」では、アメリカ対外経済政策の堕要な目的として、関税障壁の引き下げ、通貨的な
束
縛
お
よ
び
戯
的
な
貿
易
制
限
の
撤
廃
、
一
言
で
い
え
ば
自
由
、
無
差
別
な
国
際
通
商
を
実
現
す
る
こ
と
に
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
ア
メ
リ
カ
の
輸
入
お
よ
び
国
内
政
策
に
み
ら
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
障
壁
、
た
と
え
ば
関
税
政
策
、
税
関
お
よ
び
検
査
手
続
き
、
政
府
調
達
に
お
け
る
国
産
優
先
原
則
、
農
業
政
策
に
み
ら
れ
る
価
格
支
持
、
海
運
政
策
等
に
一
定
の
修
正
、
改
善
を
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
と
い
以
上
が
第
四
章
の
嘆
約
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
な
民
間
投
燭
、
政
府
投
資
、
剛
与
と
い
う
開
発
融
資
政
策
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
。
従
来
、
ア
メ
リ
カ
の
対
外
貸
付
は
「ひもつき」融盗であったが、今後は「ひもつき制約なしの貸付」をすべきであろう。というのは、「ひもつき」で
な
け
れ
ば
競
争
原
理
が
は
た
ら
い
て
、
燈
も
安
い
と
こ
ろ
で
物
資
の
買
い
付
け
が
行
わ
れ
る
だ
ろ
う
し
、
そ
う
な
れ
ば
西
欧
や
日
本
で
の
買
い
付
け
の
機
会
を
増
大
さ
せ
る
か
ら
、
西
欧
や
日
本
の
ド
ル
収
益
も
増
大
し
、
そ
れ
が
ひ
い
て
は
ア
メ
リ
カ
の
対
外
援
助
を
減
少
さ
せ
、
イ
ン
フ
レ
圧
力
を
緩
和
し
、
こ
れ
ら
工
業
国
を
し
て
「
自
由
世
界
の
経
済
の
型
に
組
み
入
れ
る
助
け
」
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
ア
メ
リ
カ
の
「
世
界
貿
易
差
別
撤
廃
助
長
政
策
」
か
ら
い
っ
て
も
、
好
ま
し
い
で
あ
ろ
う
。
勿
論
、
こ
う
し
た
開
発
計
画
に
必
要
な
費
用
は
、
俗
入
国
と
し
て
も
そ
の
一
部
を
分
担
す
べ
き
で
あ
る
。
費
用
分
担
に
も
と
づ
く
借
入
国
の
国
内
経
済
に
与
え
る
影
響
を
掴酌して、開発援助を運営する必要があろう。このように援助計画の諸要素にはいくつかあるが、それらの役削はさ
ま
ざ
ま
で
あ
る
に
し
て
も
、
「
効
果
を
発
椰
す
る
に
は
、
こ
れ
ら
要
素
の
す
べ
て
が
効
果
的
な
政
沿
的
啓
発
的
方
針
に
よ
っ
て
裏
づ
け
ら
れ
、
侵
略
の
脅
威
か
ら
安
全
な
環
境
で
作
用
し
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
「
世
界
の
人
、
お
よ
び
天
然
資
源
の
放
要
部
分
を
占
め
る
低
棚
苑
地
城
の
発
展
を
継
続
し
促
進
す
る
」
こ
と
が
、
ア
メ
リ
カ
お
よ
び
向
山
世
界
全
体
に
と
っ
て
い
か
に
血
要
で
あ
る
か
、
こ
の
耶
解
に
立
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
は
開
発
に
捉
供
で
き
る
さ
ま
ざ
ま
な
資
源
の
な
か
で
の
優
先
順
位
の
「
釣
合
」
を
老
噸
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
二
次
大
戦
後
に
お
け
る
世
界
経
済
の
再
編
一
○ 
￣ 
切
で
ある。特に開発》
とが強調されている。
２
回
ツ
ク
フ
ェ
ラ
ー
報
告
以
上
に
紹
介
し
た
よ
う
な
グ
レ
イ
報
告
を
直
接
引
き
継
い
で
、
次
の
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
委
員
会
が
誕
生
し
た
。
す
な
わ
ち
、
一
九
五
○
年一一川二四Ⅱ付のトルーマン大統航の国際開発諮問委員会ｑロの目日の目目・ロローロのぐの一・℃目のロ［シロぐ厨。ｑ国ｏｍａ）
の委員災ｚの一興）□し．”。。【のａ』のＨ宛委嘱状によれば、「グレイ報告全体と側迎させて低洲苑地城に対するアメリカの
政
策
に
側
す
る
グ
レ
イ
氏
の
提
案
を
検
討
し
、
か
く
し
て
ア
メ
リ
カ
が
こ
の
分
野
で
い
か
な
る
形
式
と
規
模
の
計
阿
を
実
施
す
る
の
が
敷
（１） 
ましいと考えられるか」、その見解の報告を求められて委且会が発足した。翌一九五一年三川五Ⅱ、「進歩への協力」
Ｓｍ風ロ日切ご勺３曾の⑪の）と題してトルーマンに提出された報告書が、いわゆるロックフェラー報告と呼ばれている
も
の
で
あ
る
。
勿
論
、
グ
レ
イ
報
告
と
同
様
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
報
告
も
、
ポ
イ
ン
ト
・
フ
ォ
ア
計
画
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
の
具
体
策
の
検
討
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
ト
ル
ー
マ
ン
み
ず
か
ら
が
「
ポ
イ
ン
ト
・
フ
ォ
ア
計
画
の
広
汎
な
目
的
と
政
策
と
を
、
急
速
に
ま
た
一
例
効
に
達
成
す
る
の
に
好
ま
し
い
計
画
を
と
く
に
考
究
」
す
る
こ
と
を
こ
の
委
員
会
に
求
め
て
い
る
点
か
ら
明
ら
か
な
こ
と
で
あ
る
。
（
１
）
大
蔵
省
『
調
査
Ⅱ
報
』
第
川
一
巻
第
二
号
、
一
九
五
二
年
、
に
全
文
が
訳
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
参
照
し
た
。
以
下
同
号
か
ら
の
引
用
に
際
し
て
は
ペ
ー
ジ
数
の
み
を
カ
ッ
コ
内
に
付
し
た
。
第
二
次
大
戦
後
に
お
け
る
世
界
経
済
の
再
編
一○二
う。これを受けて、最後の第六章は、「現在の対外経済計画に高度の一貫性および連続性のあることを必要」とし、
そ
う
し
た
計
画
の
遂
行
に
あ
た
っ
て
は
、
他
国
の
協
力
、
す
な
わ
ち
「
適
当
な
国
際
も
し
く
は
地
域
的
組
織
」
を
通
じ
て
行
う
こ
と
が
大
切である。特に開発計画の場合にはそうであって、「国際組織、特に国際連合およびその従属機構を利用」すべきこ
グ
レ
イ
委
員
会
が
「
ア
メ
リ
カ
政
府
の
対
外
経
済
上
の
政
策
と
手
続
と
を
、
開
発
の
状
況
と
現
状
と
に
照
ら
し
て
総
合
的
に
研
究
す
る
」
の
に
対
し
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
委
員
会
は
、
低
開
発
地
域
に
閲
す
る
ア
メ
リ
カ
の
政
策
の
望
ま
し
い
「
形
式
と
規
模
」
と
い
う
、
か
な
り
具
体
的
・
個
別
的
な
問
題
に
ま
で
踏
み
込
ん
だ
議
論
を
な
し
て
い
る
と
い
う
点
で
、
い
わ
ば
前
者
の
総
論
的
立
場
に
対
し
、
後
者
は
各
論
的
立
場
と
い
う
位
置
づ
け
を
与
え
ら
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
報
告
も
、
グ
レ
イ
報
告
を
そ
の
ま
ま
踏
鰹
し
、
「
経
済
開
発
は
、
総
合
的
な
対
外
政
簸
の
必
要
か
つ
広
範
な
戦
略
の
一
部
と
な
る
と
き
、
ア
メ
リ
カ
の
国
防
動
員で愈要な役割を果たす」二九。ヘージ）といった観点から、個別、具体的な問題を検討し、提案している。
四ツクフェラー報告は、一言でいえば「低開発地域の経済を鹸化し、また、それらの地域の生活水準を改濟するこ
とが、アメリカ自身の国防動員の亟要な一部分である」（一六。へ１ジ）という視角から、開発戦略を提言している。
つまり、アメリカの国防と低開発地域の経済開発は不可分な関係にあるという立場である。、ツクフェラー報告は、
妓
初
に
こ
の
こ
と
を
腋
認
し
て
論
を
進
め
る
。
危
機
に
戒
而
し
て
い
る
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
、
現
在
、
「
緊
急
物
資
の
不
足
が
急
速
に
進
展
す
る
に
つ
れ
て
、
低
開
発
国
に
お
い
て
物
資
を
急
速
か
つ
大
規
模
に
増
産
す
る
こ
と
が
非
常
に
重
要
と
な
っ
て
い
る
。
」
（
一
八
ペ
ー
ジ）「これらの緊急開発計剛は脚別および地域別の長期開発計画の枠内で推進しなければならない。」（一八。ヘージ）
こ
の
よ
う
に
し
て
、
「
わ
れ
わ
れ
の
防
衛
を
強
化
し
、
こ
の
反
面
で
は
、
将
来
の
世
界
経
済
の
発
展
の
た
め
に
原
料
と
工
業
と
の
基
礎
を
拡
大
す
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
低
開
発
地
域
に
対
し
て
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
ま
さ
に
ア
メ
リ
カ
と
西
ヨ
ー
、
シ
バ
と
に
と
っても砿要不可欠であり、正しい恒久平和にとっても攻要不可欠である」（一八ページ）というのである。
ママ
この観点に立って、「国防上の緊急要求と箸実な経済開発の目的との調整」（一八。ヘージ）を図るために、換言すれ
ば「現在利川できる原料資源の配分を行うため適当な優先順位を決定する」（一九。ヘージ）ために、次の二つの措催、
マ
マ
すなわち「川アメリカの国防動員に、自由世界の着実な強化をはかるという基本目的を包含させる一」と、②政府機関
第
二
次
大
戦
後
に
お
け
る
世
界
経
済
の
秤
編
○ 
第二次一大戦後における世界経済の再編
一○四
を
設
悩
し
、
こ
れ
を
し
て
世
界
の
進
歩
一
発
展
と
こ
れ
ら
の
計
画
を
実
施
す
る
の
に
必
要
な
資
源
に
対
す
る
安
全
の
保
障
と
に
経
済
開
発
が
寄
与
す
る
職
度
を
有
効
に
判
定
さ
せ
る
こ
と
」
（
一
九
ペ
ー
ジ
）
が
必
要
で
あ
る
。
こ
う
し
た
「
厳
裕
な
捌
益
計
算
の
立
場
か
ら
、
世
界
の安全保障に大いに貢献する如き経済開発諾計画は全力をあげてさらに推進せねばならない」（一九．ヘージ）という。
以
上
の
よ
う
な
開
発
戦
略
の
立
場
か
ら
、
ｕ
ツ
ク
フ
ェ
ラ
ー
報
告
は
国
内
的
お
よ
び
国
際
的
諸
機
関
の
鍍
備
・
統
合
を
提
案
し
て
い
る
。
たとえば、川「アメリカ政府の行う主嬰な海外経済祈肋を急速に災中統一」（二二．ヘージ）するために、経済協力川
缶Ｃ沙Ⅱ両８口・曰｝ｎｎ８ｂの３口・ロレロ日目⑪月目・ロ）、技術協力川ｇｏ少Ⅱ弓の、岸日】（Ｎ」ｎ．８円目。ロンロョヨーの〔３口。□）、
米川問題調査会巳シシⅡ［ロ⑪［目〔の。ロゴ［ｑ‐シ日の１８口し威日別⑪）という現在設慨されてあるような機関を統合して、
アメリカ対外経済局ａ。旨□の□［の⑪○く円⑪８⑭同８コ・目、少９日目⑪冨目・ロ）という総括機関を新設し、「全自由世界
に
わ
た
る
噌
砿
を
促
進
さ
せ
る
脈
動
に
経
済
的
防
衛
描
悩
を
統
合
」
（
二
二
。
ヘ
ー
ジ
）
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
別
ア
メ
リ
カ
と
外
国
と
の
絲
済
協
力
を
促
進
す
る
た
め
に
、
「
ア
メ
リ
カ
お
よ
び
当
骸
低
Ⅲ
発
国
双
方
の
代
表
背
よ
り
な
る
合
同
委
貝
会
」
を
被
仮
す
る
。
こ
の委貝会は、「当該同の経済安定をはかるのに必嬰な海外からの緊生御輸入物盗のリストを作成」（三八ページ）し、ま
た
「
防
衛
上
必
要
な
戦
略
物
資
お
よ
び
緊
急
必
要
物
資
の
珊
産
に
か
ん
す
る
雅
礎
を
立
案
、
実
施
」
（
三
八
ペ
ー
ジ
）
し
、
さ
ら
に
「
食
溌
の
哨
産
、
保
健
の
噌
進
、
基
礎
的
技
術
の
訓
練
、
輸
送
の
改
善
に
つ
き
Ｈ
標
を
設
定
し
、
ま
た
そ
れ
の
協
力
計
画
を
作
成
」
（
三
八
．
ヘ
ー
ジ
）
す
る
。
③
「
低
開
発
地
域
に
と
り
必
要
欠
く
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
通
常
の
貸
付
方
式
で
は
融
盗
で
き
な
い
公
共
琳
業
の
絲
猟
の
一部を融資するため」（川二・ヘージ）に、国際洲発け（豆［の日ロロ・ロロ］ｏのぐの－８９のロ［シＰＳＣ『』ｑ）を早急に設立し、
「
こ
れ
に
す
ぺ
て
の
自
山
な
国
家
が
参
与
で
き
る
」
（
四
二
ペ
ー
ジ
）
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。
側
Ｉ
Ｂ
Ｒ
Ｄ
の
子
会
社
と
し
て
、
国
際
金
融会社冒庁の３§・ロロ一国口：８，．８．３［】・ロ）をⅢ殺し、それを通じて「趾川役職家が現地通貨の補充燭水を独得」
しめへの識にな七ウと
とる』防回戦っＩｆヘムリ非
動し一術と１１（て％上のわｊＬ３
員こにの上い￣三け腋
、と寄協依るを分、ｌＵｉｌ低
氏が』〕・ノノ存。、の犬１１１１)'1
1111人すのすさこ－然界発
企切る‐|くるられノリビゴ全諦
業で如で縄にらどム体｜劃
のあき、度、低、、のの
蝋々＃lliiビデＷテコAM1Iil;醗る“、い；をアあよ’)Ｉ１ｊｌｌｌｉ蝿IiilHilli灘lii蝿脚総なびM1IMll1いいMq隣喚物分ilIi（どＩＩＩ１１１ｌｊ（地こなＹｒのがを際し－，域れ、の一数提的う生のらし企、多言なる酸経の力、体まくし公Ｙｆを済国もり）た包
て的源ｌｉＶｌＭ１が繁う鉛職
ぃ機に、１１発低急ちとさ
るＩＭＩ通しは開な、アれ
この応、、発洲総ルて
と兄せｊＬ１１ｉ地題額ミお
はｉｌ１［しＩＴｉＩｌ伏域と（'）二リ
、 、
す
で
に
み
た
と
お
り
で
あ
る
。
することができ、また「現地安本を励貝」（四六。ヘージ）することができるようにすべきである。
以
上
の
い
く
つ
か
の
提
案
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
ｕ
ツ
ク
フ
ェ
ラ
ー
州
併
は
か
な
り
個
別
的
な
問
題
と
取
り
上
げ
て
お
り
、
具
体
的
な
提案の固有の意義なり性格の検討をⅡ的としない本稿では、これ以一上、ロックフェラー報告の内容を吟味する必要は
ないであ一ろう。
（１）（２）大蔵尚『調在〃柵』第川一巻第二号、一七ページ。
第
二
次
大
戦
後
に
お
け
る
肚
界
絲
滴
の
秤
細
－－ 
O 
IL 
二れ↓＿靭獺｜々||i“j1iiダルどさにるた４訴徹略新す苑、なをリしし
役のがえす勢しな｣Ⅲアこ－カつイ
下でっ大るる力いわ域メとＩこのつ報すあて蔵こたに資ちのりはし反、告くり、省とめこ本、経力、てソそも
;X鰍ｻﾞ:鰯ii1liiii懇#；洲ifi醤？；繩の酋上３俳'ﾋｴ鱗鰯鰯liiｼ鯛脾$肝⑯ＭｉＪｗ繩jllii$illl蕊ii鱒鱗iliillli繩|i；Mi繩坐鮭騨i[鮭:ii縄とＤＫづぃ料け非あへら力Ⅱしとづ意発発を
わでは とる」なでてはく味諦の契航１Ｍ：細な侭で国進機れあ、 瞥淀ビ此ｉＭ蝿２Ｍ%［てりまい、さしれくしから存肺MWili鮴るそし Ｗｉ＃聯“＃託のをアｌｉｉｌｊぃモ川鯏ｊｍ要，この、低のｍｉ、と画産｜るえｉl:ＭｌＲＭｉ繍簗￥Ｅデす生国る産防にす上Ｍｌｉ識、付こるるあルがメ
ドるか 祥｜副決けと。とる計’ﾘｌリ
ルたら 条を定るが攻いとｉｌｌＩｉら力
のめの 約含的だ必要ういに力、の世に要機めにけ然原こつもで防
界ど請櫛た童で的料とてとあ衛
的れにの集要はｌこ供でよづる計
なだし 肋ｉＩＪ１な充Iii｝絵あい〈・画撒けた化的点分結源D･西十を
布のが.’町はでさと、こ欧な前
を贋っ肱衛共はれし逆ののわ面
妓企て大戦産なててに場Ｗ｝ちに
tをなを略主〈くのい合編、押
（３）同右、二二ページ。
第
二
次
大
職
後
に
お
け
る
世
界
絲
済
の
再
編
一
○ 
六
化的るヤそのるを援１１（リド
ヘに戦’の’'１１°、助リ,Ｆ的一
'１利後７へ核題γま計的対九
牧用ドル心でメずＵｌｌｉ統決四
章すイ災をありはで《:１．，七
地るツ↑↑な為力経あといＩ,きじと111'tlMiiだ：編どろ斑!ののとﾖにこ的るに
こに構ケでい’、とにγお
ろこ想べあう、次は｝よメけ
かそばツる点ツにいlluりる
、、、ク・かパ競う瓢カト
戦西戦会しらｗ『事まし三,ミル
前ヨ後談たな編的でな灘，
の１のでがさはにもがにマ
IｌＩｐ新捉つれ、、ならよン
エツし案ててあとい、る・
業パいさ、いくいが差冷ド
ののIlvれモるまつ、しｌｉＩＥク
復経態、｜のでたと当の卜
活済のｉｉｌｌｉゲで共時はた，),，り
゛復も荷ンあ産系いり姑ン
発興とと、ノリ主列え経とに
辰ので《）｜、義的、済iiI1i《）
を鍵｝土台・そと先こ的１０，と
図が全愈う゜のの後こ統とづ
つあくしラヘ対対関で合し〈
町：‘iTW鰈,ilii＃
な認はに－１、しれなとＫｘン
け識なみ九をたわけしのと
れがりらllq支がれれつｉｌｉ舞
ぱみ得れⅡリプドつはばつ縞台
ならずる年していな采はと
られ、よ九、そつらた念し
なてむうⅡ紙れてなさ連た
いいしなの侍はし、いれにア
とぐろドルしするこてｌｌｌ｛メ
ののドイ’１１）ぐのとい巡り
調でイツズるれでＩ土つさ力
識あツの｜ソ経ては、たれと
はるの牧工済政な西・て」し
、.不ｉＷＬル的ｉｆｉいヨそい賑
すド炭地トノハ的と’れつ主
でイ、化米ｆＭｋ、いロがた義
にツ鉄を大の）'（うツマがｌｌＭ１ｉ
東の鋼ｉｉＩ統ｆｆ事こパ｜、ノノ
lIll農をる傾成的とのシそと
と業穣ととこ次で統ヤイＬの
の国極十千そ元あ合ルはｌｉＩｆ
効
果
的
に
す
る
た
め
に
、
ア
メ
リ
カ
の
叩
恥
的
安
全
保
障
に
と
っ
て
雌
も
有
効
な
巌
派
洲
発
と
盗
源
利
川
と
を
、
西
欧
諸
囚
の
協
力
の
下
で
実
現
し
て
い
こ
う
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
ア
メ
リ
カ
は
脚
旧
の
防
衛
を
蛾
優
先
さ
せ
る
立
場
か
ら
、
低
附
発
地
域
の
河
編
を
余
儀
な
く
せ
し
め
て
い
く
の
で
あ
る
。
ポ
イ
ン
ト
・
フ
ォ
ア
計
画
の
歴
史
的
意
義
は
、
ま
さ
に
そ
こ
に
あ
る
。
箙
二
次
大
職
後
に
お
け
る
世
界
絲
済
の
Ⅳ
編
四
ア
メ
リ
カ
対
外
援
助
政
策
の
性
格
一○七
よル彼に
Dへ肋よ炎
贈表Ｉｌｌｌれ１３
｣７．１３二ぱを
力：と○同み
}［ｌｒｌ（C（）0’て
倒じlFIll1み
的蜜ルリ）よ
仁料を扱う
多に」：肋。
〈よ回総こ
なるる額の
つ～厄は炎
てに額１１qは
いほな四一
っぽ（）三九
た１ﾉﾋﾞﾘ）億１１１１
し敵でドソ,：
、すあルィド
そるりに力、
のも、」名ら
１１Ｍ１のまる－.
与でた。九
のあ一こ］［
なる九の三
か‘’１１１額ｌＩｉ
の援兀はＨ１：
ilf助イド、で
事Ｕ）か表（ﾉ〕
的形ら５γ
贈態一にメ
々．か九みり
部らｙｉら力
分み三れの
がるイ|きる対
一とまよ外
九、でう援
五戦のにｌ山
○イトア、と
年ｉｒＩメ戦総
か後リ’1ゲハＩＦ
らは力１１】し
次別ののた
第とｌｌｌア（）
にし岨メの
比て総リで
〕Ｉ（、額力あ
を一’''１のる
増九ｌｌｌＩ武が
しＩノリ九器、
、八（ｉｉＸＴｆそ
一年ﾄﾞ｣7.れ
第
二
次
大
戦
後
に
お
け
る
肚
艸
経
済
の
Ⅳ
編
対
決
が
不
可
避
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
当
時
の
容
観
的
怖
勢
に
根
離
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
ヨ
ー
ｕ
シ
バ
統
合
の
具
体
的
か
姿
を
、
ア
メ
リ
カ
の
為
政
稀
の
蔵
識
に
上
ら
せ
て
い
く
の
で
あ
る
が
、
マ
ー
シ
ャ
ル
援
助
の
什
囚
削
当
状
況
は
、
炎
皿
に
示
し
て
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
援
助
総
額
の
七
六
・
三
％
は
枇
接
剛
年
で
あ
り
、
ま
た
朴
同
別
で
は
イ
ギ
リ
ス
が
一
番
多
く
て
総
額
の
二
四
・
一
％
を
受
け
取
り
、
次
い
で
フ
ラ
ン
ス
一
一
○
・
三
％
、
イ
タ
リ
ア
一
○
・
九
％
、
ド
イ
ツ
一
○
・
六
％
と
、
こ
れ
ら
Ⅶ
力
国
で
総
額
の
六
五
・
九
％
の
配
分
を
受
け
て
い
る
。
英
仏
は
別
と
し
て
、
イ
タ
リ
ア
、
ド
イ
ツ
は
Ⅲ
抓
軸
同
で
あ
り
、
こ
れ
ら
両
国
で
全
体
の
五
分
の
一
以
上
の
削
当
を
受
け
て
い
る
の
は
、
さ
き
に
指
摘
し
た
西
欧
の
な
か
で
の
ド
イ
ツ
の
特
殊
な
位
樅
づ
け
か
ら
し
て
当
然
で
あ
る
し
、
さ
ら
に
い
え
ば
、
「
真
に
有
効
な
平
和
態
勢
は
、
Ⅲ
敵
国
で
あ
る
ド
イ
ツ
、
ｎ
本
、
イタリアが世界経済に戻ってこない限り、確立できない」（「ロックフェラー報告」）というアメリカの認識が前提に
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
処
ヤ
ル
援
助
汁
川
で
あ
っ
た
。
（１）少・のＢいいｑ・ロの負い、三目ロ区：田・○のい◎豆９斤の□のロ【⑪、三目＠の⑪の】〔ご曲・巳。・山水尤・三防悲一・Ⅲ良憲一・鈴木肛祇『ド
イツ総決算』一九八一年、社会思想社、五三ページ。
一○八
こ
う
し
た
蒋
飢
的
价
熱
が
次
飾
に
そ
れ
が
さ
き
に
指
摘
し
た
マ
ー
シ
表１２ＥＣＡ援助：参加国に対する割当
1948年４月３日～1951年６月30日
(単位百万ドル）
第
二
次
大
峨
後
に
お
け
る
肚
界
絲
済
の
榔
緬 〕(１８．８
【】
(註）（１）ガリオア及び技術援助，戦疏溢材並びに救済物筬を除く。
（２）銃谷地l)<とフランス地区に以前に割当てられたものを含む。
（３）1950イド７ノｊｌＨ以iiIのインドネシア宛援助を含む。
（４）1951イド６ノ)末までに割当てられたｌＬ226.911i刀ドル'|】，9,187㎡i刀ドル
は現突に次の物資とサービスに支払うためにH1いられた。
食１Ｍ，飼料及び肥料……2.830百万ドル海」もｊＭｉ賃……６２７
蝋科……1.284技術サービス……２３
原＊１及び半製品……２．７９１§:）ｌﾉＩ蛎掛……７
機械及び車輸……１，１６３サービス介計６５７
雑及び米分頗……‘162総計９`187
商１Ｍ今計8.530○ 
九 資料：了国際決済銀行第21次1M〈!;」16ページ。
if〔接
醐与 貸付
条'|:付
援肋 合計(1)
国民所
得に対
する％
オーストリア
ベルギー・ルクセンブルグ
デンマク
フフンス
ドイツ（ＭＬｉ部）（２）
ギリシャ
アイスラソド
アイル フ ンド
イタリ
オ フ ン ダ（３）
ノルウェ
ポルトガル
スエデソ
トリエス フー
トル．
イギリス
ヨーロッパ決済同盟
寺已α凸
ⅡIｊ 払迎ｉｆ勘定
７７３１２６７０８５５５ 
３８９００ 凪爪４４３ａ０８８ａ３ａ－４４６０ｆｌ１０３７５１１６７７ ３３３５５ ５２０９４ ０７－ β３ ０ ２ １ １ ６０ ＺＬ ５３ ４ ２ ８ １ ３２０７０７４０９ ４犯氾皿躯拠、｜氾沁１１ ３ ７８１４６ ５ ８６９３１ ３ｌ ４０９ｌ８－ａ－恥飢Ⅲ８躯｜皿皿一一６６１ ４ ２ ５ ４１４９８６５２６８４６５３１９００ の●●●●①●●●の●●●●●●■●０１４７１３８６７７９８８４５５０６ ２３４７９５１４２５１４１３２０５５ ５５２２１４１２９２１１７３ ０？ ■ Ｐ ２１ － ２ ５ ５ ● ● ９４３４２ ｎくＪ〈、〉ＦｎＪＲＪｎｘＵ←院』●１１●ハノ】ハベＪ●●１ 
合計 8.562.6 1,122.2 1.542.2 
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（
１
）
ギ
リ
シ
ャ
．
ト
ル
コ
を
含
む
。
（
２
）
カ
ナ
ダ
を
含
む
。
資料gStatisticulAbstractofthcUS､1954.
1945年７
月-1946
年12月
1947 
1948 
1949 
1950 
1951 
1952 
1953 
計
総
額
贈
与
(
内
）
軍
事
的
贈
与
同
上
錫
ク
レ
デ
イ
ツ
ト
地
域
別
Ａ・軍事的贈与
西
欧
（
１
）
ア
ジ
ア
太
平
洋
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
そ
の
他
地
域
（
２
）
7,476 
3β44 
679 
186 
3.832 
679 
B
・
そ
の
他
贈
与
及
び
ク
レ
デ
ィ
ッ
ト
額
勿ＬｍＧｂ 
西欧及びその属領
近
東
及
び
ア
フ
リ
カ
ア
ジ
ア
太
平
洋
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
學蕩i:;ｉＩｌｌ５鑑
び城
6,797 
4.310 2８ 
1,058 
1１４ 
３３６ ９０３３８ 燗一一一棚 扣舶４２釦 ａＬ ３ 戸。（己。〉ＦＤＱ） 椴一４ １ ９ ９８ ９０ １ ０７６８３ 脇ね――馴搬 〃Ⅳ塊斌的 ５４ Ｌ ４３ 、〃銘 ８ ９ １ １ 
ワニ向Ｉ｛、Ｑ〉〈０勺Ｉ６２ Ⅲ４ ５２ ５７ ４１ ４ ４ ６ ３ ４ ０９ ９ ５５ 戸。４ 猟４ 盤１ ０ ９ ３ ６ ８ ０ １ 
4.154 
4.025 
５ 13.0 
１ 446 
6３ 
1５ 
3.630 
2.8 7７ 
607 
3７ 
９３ ３４０９９ 舶孤刷如弼屹似釦鮖銘 凪則蛆飢Ⅱ ４４１ ０２ １ ３２ １３１６ ９９ ２０１８２ 妬帥弱弱田鯛而祀館姶 皿皿朗肛如１３ ３５１４ ？● ５４２ ２ ２１ 
6,401 
5.166 
4.371 
84.6 
1.235 
3,537 
767 
2.0 3４ 
３２ 
960 
159 
497 
365 
4４ 
７３０ ２３２ ３２３ “銘、１ ● １ ３ ３ ２９７３６９ ９ ３０５２０５ ０ ７３１１０７ ０Ｔ 盤型 １ ７２ １ ７４９４ ７０７９ ４９８８ ９ ５ 
対
外
援
助
の
地
域
別
構
成
を
み
る
と
、
ま
ず
取
耶
的
附
与
に
つ
い
て
は
、
戦
後
、
一
九
菰
三
年
ま
で
の
総
額
は
西
欧
が
七
七
億
ド
ル
で
一
番
多
く
、
次
い
で
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
二
三
億
ド
ル
と
な
っ
て
い
る
。
西
欧
が
一
九
Ｗ
八
年
に
前
年
の
約
六
倍
に
増
大
し
て
い
る
の
は
、
一
九
四
八
年
一
一
月
の
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
に
お
け
る
共
産
政
椛
の
成
立
を
契
機
と
し
て
、
獺
事
同
盟
結
成
へ
の
動
き
が
急
速
化
し
た
こ
と
の
反
映
で
あ
ろ
う
し
、
そ
れ
以
降
ほ
ぼ
一
貸
し
て
急
増
し
て
い
る
の
は
、
朝
鮮
戦
争
と
こ
う
し
た
動
き
と
が
柵
釆
的
に
作
川
し
た
結
果
で
あ
る
。
他
方
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
へ
の
軍
事
的
麟
与
は
、
そ
の
大
半
が
対
中
国
援
助
と
み
ら
れ
る
一
九
四
五
年
か
ら
一
九
四
六
年
に
か
け
て
の
約
七
億
ド
ル
が
、
一
九
四
九
年
に
は
国
民
政
府
の
決
定
的
敗
北
と
中
雅
人
氏
共
和
国
の
成
立
も
あ
っ
て
そ
の
一
五
分
の
一
に
箸
減
し
た
が
、
一
九
五
○
年
以
降
再
び
急
増
し
て
い
る
。
そ
れ
は
朝
鮮
戦
争
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
ア
メ
リ
カ
の
反
共
軍
事
戦
略
が
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
虹
き
を
お
き
つ
つ
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
躯
事
的
贈
与
を
除
い
た
そ
の
他
臓
与
お
よ
び
ク
レ
デ
ィ
ッ
ト
（
借
款
）
、
つ
ま
り
経
済
的
援
助
は
、
一
九
五
三
年
ま
で
三
四
○
億
ド
ル
で
、
そ
の
う
ち
西
欧
は
約
七
三
％
に
あ
た
る
二
四
七
億
ド
ル
の
配
分
を
受
け
た
。
次
い
で
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
が
五
九
億
ド
ル
で
、
経
済
援
助
総
額
の
一
七
・
四
％
を
占
め
て
い
る
が
、
こ
れ
に
反
し
、
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
は
約
九
億
ド
ル
で
、
総
額
の
三
％
に
も
満
た
な
い
。
こ
れ
は
カ
ナ
ダ
と
同
犠
、
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
に
対
し
て
ア
メ
リ
カ
の
民
間
投
資
（
そ
の
大
部
分
は
直
接
投
資
）
が
集
中
し
て
い
る
の
に
対
応
し
て
い
る
現
象
で
あ
る
。
逆
に
、
政
府
借
款
は
西
ヨ
ー
Ｍ
シ
バ
に
集
中
し
て
お
り
、
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
お
よ
び
カ
ナ
ダ
に
は
そ
れ
が
極
端
に
少
な
い
。
さ
き
に
、
ア
メ
リ
カ
の
対
外
援
助
総
額
が
そ
の
出
超
総
額
に
ほ
ぼ
見
合
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
以
上
の
こ
と
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
の
過
剰
生
産
物
の
輸
出
市
場
と
し
て
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
専
ら
そ
の
役
割
を
引
き
受
け
て
お
り
、
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
九
五
三
年
に
は
約
八
五
％
に
も
達
し
て
い
る
。
こ
れ
は
ひ
と
つ
に
は
一
九
派
○
年
の
棚
鮮
戦
争
勃
発
に
よ
る
砿
需
仰
川
輸
川
の
急
増
を
反
映
し
た
結
果
で
あ
る
。
第
二
次
大
戦
後
に
お
け
る
世
界
経
済
の
阿
編
第二次一大戦後における世界経済の再編
一一一一
力
や
カ
ナ
ダ
は
専
ら
天
然
巌
派
の
対
米
給
源
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
民
間
盗
水
輸
川
に
も
と
づ
く
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
お
よ
び
カ
ナ
ダ
の
経
済
開
発
に
よ
っ
て
吸
い
上
げ
た
自
然
資
源
を
ひ
と
つ
の
テ
コ
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
は
西
欧
の
再
編
と
同
時
に
、
反
ソ
、
反
共
の
物
蘭
的
船
礎
た
ら
し
め
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
表
旧
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
い
わ
ゆ
る
経
済
援
助
は
一
九
五
○
年
代
に
入
っ
て
急
減
し
て
き
て
い
る
。
特
に
対
西
欧
援
助
は
、
四
○
年
代
の
四
○
億
ド
ル
台
か
ら
’
○
年
代
に
入
っ
て
箸
城
し
、
一
九
五
三
年
に
は
一
○
億
ド
ル
を
割
る
に
い
た
っ
て
い
る
。
西
欧
諸
国
の
戦
後
復
興
の
一
応
の
達
成
を
、
そ
れ
は
物
語
る
で
あ
ろ
う
が
、
あ
た
か
も
そ
れ
に
対
応
す
る
か
の
よ
う
に
、
経
済
援
助
に
代
わ
っ
て
家
事
援
助
の
比
愈
が
増
大
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
経
済
援
助
輸
出
に
対
す
る
軍
事
援
助
輸
出
の
肩
代
わ
り
で
あ
る
。
軍
事
援
助
そ
れ
自
体
が
、
「
過
剰
」
な
耶
禰
肺
輸
川
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
裏
返
し
て
い
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
経
済
榊
造
が
両
度
に
耶
珊
化
ｌ
ｌ
ｌ
も
っ
と
も
、
第
二
次
大
戦
に
よ
る
戦
時
経
済
へ
の
編
成
が
そ
の
ま
ま
戦
後
も
保
持
さ
れ
て
い
る
と
も
い
え
る
で
あ
ろ
う
が
１
１
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
証
左
で
あ
ろ
う
。
換
言
す
れ
ば
、
対
西
欧
耶
那
援
助
の
墹
大
は
、
ア
メ
リ
カ
の
「
戦
争
経
済
」
へ
の
Ⅳ
編
を
意
味
す
る
だ
け
で
な
く
、
ア
メ
リ
カ
に
主
導
さ
れ
た
西
欧
経
済
の
そ
れ
へ
の
再
編
を
余
儀
な
く
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
か
っ
て
の
ア
メ
リ
カ
の
「
過
剰」な非軍需船の捌けｎとしての西欧は、いまやその「過剰」な軍需品の捌け、と化すことによって、アメリカとの
述
命
共
同
体
と
形
作
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
点
は
、
表
皿
の
国
防
費
の
動
向
に
も
現
わ
れ
て
い
る
。
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
本
格
的
に
防
衛
問
題
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
一九山九年のことであったとされる。この年の四几四日には北大西洋条約機構（ＮＡＴＯ）が成立しているが、ＮＡ
ＴＯ結成への動きは、周知のようにその前年のＯＥＥＣ成立と踵を接していた。また、例年九月にソ連が原爆所有を
公
表
し
、
ア
メ
リ
カ
の
原
爆
独
占
状
態
に
終
止
符
を
打
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
経
済
的
統
合
は
必
然
的
に
顕
表１４主要国の国防費
０
一
０
１第二
次
大
戦
後
に
お
け
る
肚
界
経
済
の
再
編
Ｄ 
ＤＣ 
０
８
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米国
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政府旗１１１(Ｂ）
国防費(Ｃ）
Ｃ／Ａ 
Ｃ／Ｂ 
60539 
1,984 
289 
4.4 
I1.6 
7,117 
2,336 
463 
6.5 
1９．８ 
9,082 
2,854 
８５４ 
9.4 
29.9 
3,498 
1.269 
363 
ドイツ
国民所得(Ａ）
政府鱗l}}(Ｂ）
防賀(Ｃ）
Ｃ／Ａ 
Ｃ／Ｂ 
632.4 
40.3 
6.4 
717.0 
126.1 
46.46 
6.5 
36.8 
902.0 
167.6 
69.69 
7.7 
４Ｌ６ 
０２００ 旧館肥９２ 
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イタリア
ｌ１ｉｌ民所得(Ａ）
政府歳出(Ｂ）
国防費(Ｃ）
Ｃ／Ａ 
Ｃ／Ｂ 
6,O93 
L772 
323 
5.3 
1８２ ８２ ０５２５ ７３７ ３９３ ９０ ６１ ９ １ 
7,`123 
2,0'1８ 
384 
5.2 
1８８ 
20132 
`160 
2Ｌ６ 
1１本
国民所得(Ａ）
政府鮫l}l(Ｂ）
lIil防費(Ｃ）
Ｃ／Ａ 
Ｃ／Ｂ ５１４２ ４４５ ６９９ β９９ ８６ 
２ 
３ 
４ １ ０３６２ １３１ ０３５ ３８１ ２６１ 
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３ 
８ １ １５７９ ３７５２ ５３６ ５９２ ９００ ７７１ 
４ 
５ １ 
５９６ ０７３ ２２２ ５５８ ６▽０●● ０８１ 
５ 
３ 
４ １ ２ 
第
二
次
大
戦
後
に
お
け
る
仙
界
経
済
の
再
編
一一四
事
的
統
合
へ
の
肢
望
を
内
包
し
つ
つ
、
各
国
は
反
ソ
、
反
共
の
梁
団
的
安
全
保
障
の
一
角
を
占
め
る
べ
く
、
防
衛
分
担
を
課
せ
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
西
欧
の
生
産
が
戦
前
水
準
に
復
帰
す
る
の
は
一
九
四
八
年
の
こ
と
で
あ
り
、
貿
易
丘
指
数
で
い
え
ば
そ
の
復
帰
は
輪
川
で
一
九
四
九
年
、
輸
入
で
は
一
九
五
○
年
後
半
以
降
の
こ
と
で
あ
る
（
グ
レ
イ
報
告
の
付
表
に
よ
る
。
い
ず
れ
も
一
九
三
八
年
を
一
○
○
と
し
た
指
数
で
み
た
も
の
）
。
西
欧
諸
国
に
と
っ
て
、
一
九
四
九
年
は
い
わ
ば
発
展
の
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
あ
る
が
、
表
皿
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
行
国
と
も
過
大
な
防
衛
費
の
負
担
を
強
制
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
政
府
歳
出
の
な
か
で
の
国
防
費
の
占
め
る
割
合
を
み
れ
ば
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
割
合
は
ほ
ぼ
一
貫
し
て
増
大
す
る
傾
向
を
み
せ
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
は
い
ず
れ
も
一
九
五
二
年
に
三
○
％
を
超
え
て
い
る
。
特
に
西
ド
イ
ツ
が
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
へ
加
盟
す
る
の
は
、
一
九
五
五
年
五
月
六
日
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
よ
り
は
る
か
以
前
に
莫
大
な
軍
事
費
を
負
担
さ
せ
ら
れ
て
い
る
の
は
注
目
に
他
す
る
。
かくして、西欧における軍事的再編への志向は、その属領を含む低開発諸国をも必然的に「包摂」せざるを得ず、
その結果、非共産世界はアメリカを頂点とする集団的安全保障‐－１軍事同盟－－１という名の下に統合されていくので
あ
る
。
こ
の
点
に
こ
そ
、
ア
メ
リ
カ
対
外
援
助
政
策
の
本
質
が
あ
る
。
〈追記〉本稿執筆の過概で、蜜料而に関し、法大社会学部講師滴嵜晃匝職、筑波大大学院池川正雄、
得た。記して厚く感謝申し上げる。
ロ
九
八
六
・
九
・
一
六
〕
平
沢
照
雄
両
荊
の
お
力
添
え
を
